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ふ
る
さ
と
の
た
め
に

市
建
設
業
協
会 

志
掲
げ
全
力
疾
走

写真…ガレキの除去や震災ごみの分別作業にあたる重機の音が終日響く(大曲浜の一次仮置き場)

　震災後の光景は、目を疑うものばかりでした。無残に散乱するガレキの山に、
わたしたちはなす術

すべ
もなく立ちつくしました。

　そんな中、重機を使っていち早くガレキを取り除き、人命救助と道路の確保に
努めてくれたのが地元の建設業者の皆さんでした。
　一日も早い復旧と復興を目指し、彼らはいま一丸となって全力で走り続けて
います。〝ふるさとのために〟と、高い志を掲げながら。



市報 ひがしまつしま（2）特集　再生の一歩切り開いた地元の建設業者たち

ま
で
の
災
害
対
策
で
の
経
験
を

活
か
し
ガ
レ
キ
の
山
に
筒
状
の

煙
突
を
埋
め
込
み
、内
部
の
熱

を
放
出
さ
せ
て
い
ま
す
。50
度

以
下
に
な
る
よ
う
温
度
管
理

を
徹
底
し
て
、構
内
の
火
災
予

防
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
仮

置
き
場
の
造
成
時
に
勾こ
う
ば
い配
を
つ

け
水
分
が
溜
ら
な
い
よ
う
工
夫

し
、害
虫
や
悪
臭
の
抑
制
に
も

つ
な
げ
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
、協
会
が
徹
底
し

て
い
る
の
は
作
業
員
の
安
全
で

す
。作
業
員
の
中
に
は
年
配
の

方
も
い
ま
す
の
で
、体
調
管
理

は
も
ち
ろ
ん
、安
全
運
転
や
作

業
前
点
検
、指
差
し
確
認
な
ど
、

慌
て
ず
作
業
に
集
中
で
き
る
よ

う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

3
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
。残
さ
れ
た
無
数
の
ガ
レ
キ

は
、市
内
だ
け
で
も
１
６
８
万

㌧
に
上
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。市
と
災
害
時
協
力
協
定
を

結
ぶ
市
建
設
業
協
会（
橋は
し
も
と本

孝こ
う

一い
ち

会
長
）で
は
、加
盟
各
社
が
一

丸
と
な
っ
て
こ
れ
ら
の
撤
去
作

業
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。震
災

直
後
か
ら
重
機
を
使
っ
て
寸
断

さ
れ
た
道
路
を
復
元
し
、再
生

の
一
歩
を
切
り
開
い
て
く
れ
た

地
元
の
建
設
業
者
た
ち
。人
々

が
望
む
一
日
も
早
い
復
興
を
目

指
し
て
、休
み
な
く
汗
を
流
し

続
け
て
い
ま
す
。

　大曲浜の仮置き場の管理をしています。ここは復旧作業の
“心臓部”。復興に1日でも早く近づけるよう創意工夫を重ねて
います。入り口でのチェック機能の徹底により、家電や布団、畳、
木材などしっかり分別されたものが、スムーズに搬入されてい
ます。造成時の勾

こうばい
配や自然発火を抑えるための煙突など、アイデ

アを絞って作業にあたっています。

　震災後、すぐに市の災害対策本部に向かい、翌日から現場で救
助活動にあたりました。命を落とされた方の無念さを思うとや
りきれなく、我が社では毎日全員で黙とうを捧げてから朝礼を
行っています。これからもずっと続けていくつもりです。
　また、木材など資源として使えるものは市の復興計画に沿っ
てぜひ再利用していただきたい。防波堤などを作る時にこのガ
レキを破砕して敷きならし、その上に盛土すれば、また使うこと
ができます。ここにあるものはみんな市民の財産。被災された方
はみんな悔しさをこらえてここに置きにくるのです。その気持
ちを汲

く
んで、ぜひ復興計画の資源として活用してほしいという

のが、私の願いです。
　「我

がでんいんすい
田引水」では絶対にいけない。いまは、この

まちのためにみんなで力を合わせるときです。
私は「粉

ふんこつさいしん
骨砕身」でまちの復興に力を注ぐ決意で

す。

ま
ち
の
復
興
へ「
粉
骨
砕
身
」

再生の一歩切り開いた地元の建設業者たち特 集

㈱
橋
本
道
路
【
大
曲
】

ふるさと復興へ一丸
一
日
も
早
い
復
興
を

　
市
内
の
ガ
レ
キ
を
集
め
る
一

次
仮
置
き
場
は
、大
曲
浜
と
野

蒜
に
3
カ
所
あ
り
ま
す
。こ
れ

ま
で
の
搬
入
量
は
45
万
㌧（
6

月
13
日
現
在
）と
、県
内
で
も
指

折
り
の
速
さ
で
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。協
会
で
は
平
成
15
年

の
北
部
連
続
地
震
の
経
験
を
生

か
し
な
が
ら
各
社
が
連
携
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
力
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。

　

市
と
の
信
頼
関
係
も
固
く
、

綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
な

市
と
の
信
頼
固
く

　

さ
ら
に
協
会
で
は
、仮
置
き

場
か
ら
の
自
然
発
火
を
防
ぐ
た

め
煙
突
を
立
て
る
独
自
の
対
策

も
始
め
ま
し
た
。汚
泥
な
ど
が

混
ざ
っ
た
ガ
レ
キ
は
内
部
で
発

酵
し
熱
を
持
ち
、火
災
の
原
因

と
な
り
ま
す
。協
会
で
は
こ
れ

創
意
工
夫
で
対
策

　
ガ
レ
キ
撤
去
や
家
屋
解
体
な

ど
建
設
業
に
携
わ
る
人
の
数
は

市
内
で
約
１
、５
０
０
人
。こ
の

う
ち
被
災
者（
事
業
所
）の
割

合
は
約
4
割
に
の
ぼ
る
と
み
ら

れ
ま
す
。協
会
で
は
被
災
さ
れ

た
市
民
の
積
極
的
な
雇
用
を
図

り
、生
活
再
建
を
支
援
し
て
い

ま
す
。被
害
が
甚
大
だ
っ
た
、大

曲
地
区
と
野
蒜
地
区
で
は
、引

き
続
き
行
方
不
明
者
の
捜
索
に

も
あ
た
っ
て
い
ま
す
。ハ
エ
や

蚊
な
ど
害
虫
の
大
量
発
生
も
心

配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、市
内
の

側
溝
清
掃
に
も
取
り
組
み
、環

境
衛
生
の
改
善
も
図
っ
て
い
ま

す
。 生

活
再
建
を
支
援

が
ら
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

震
災
後
の
ガ
ソ
リ
ン
不
足
の

中
、協
会
は
重
機
を
動
か
す
た

め
の
軽
油
を
市
か
ら
優
先
的

に
供
給
さ
れ
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
あ
り
、橋
本
会
長
は

「
市
の
信
頼
に
、し
っ
か
り
し

た
姿
で
お
返
し
し
た
い
」と
全

面
的
な
協
力
を
強
調
し
て
い
ま

す
。

▲煙突を取り付け独自の火災予防（大曲浜
　の一次仮置き場）

▲家屋解体も進んでいます ▲重機が一日中動く野蒜の一次仮置き場

▶
重
機
を
使
い
、ガ
レ
キ
の
下
か
ら
行
方
不
明
者
を
捜
索

代表取締役 橋
はしもと

本 孝
こういち

一さん（62歳）

▲毎朝、社員全員で犠牲者に黙とうを捧げてから作業に取り組んでいます

－今回は、市建設業協会加盟各社を代表して、４社にインタビューしました－
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　地震の時は、立っていられないほどの強い揺れで、すぐに作業
を中断し、地元の上下堤へ戻りました。途中、目の前を家が流さ
れていき、「これが津波か」と信じられない気持ちで、帰り道を急
ぎました。二次災害を防ぐため、すぐに地区内を巡回、陥没した
道路にカラーコーンを立てて被害状況を市役所に報告しまし
た。三陸自動車道の鳴瀬奥松島料金所付近に地割れがあったの
で、バリケードを張りました。
　協会は団結して十二分の力を発揮していると思います。震災
廃棄物の収集にしてもこれだけ分別を徹底できるのは、協会が
まとまっているからこそ。市と連携してこのまま作業を進めて

いければ、他市よりも早く復旧作業を終えるだ
ろうと確信しています。
　今は小野地区での家屋解体などを請け負っ
ていて、ほこりが飛ばないようシートを張り、
何度も水をまきながら作業しています。いまだ
に行方が分からない方がたくさんおられます

が、ガレキの中に埋もれたままでなく、一日でも早く見つけて家
族のところに帰してあげたいです。
　海の近くに住んでいた人たちは、これからどうしたらいいの
かとみんな苦しんでいます。きちんとした枠組みを示した上で、
それに向けてみんなで協力してやっていけば、良いまちづくり
ができると信じています。

み
ん
な
で
協
力
し
良
い
ま
ち
を

　震災からこれまで、ただ夢中でやってきたという感じです。事
務所も床上浸水して、トラックやパワーショベルも何台か使え
なくなりました。亡くなった親戚もおります。
　震災の翌日から重機でガレキをよけて道を作りました。地域
の方に感謝されることが今まで以上に多くなり、この仕事を
やってきてよかったと感じています。
　これからの東松島市がどういうまちになっていくのか具体的
にはまだ分かりませんが、新たな復興事業にも協会の一員とし
て携わらせてもらえればうれしいです。まちの未来に残る仕事

ができるというのが土木工事業者としての何
よりの誇りだと思っています。
　現在は近くの３社で協力し仕事を進めてい
ますが、お互いに知恵を絞り、効率的な作業が
できるようになりました。作業員や重機、ダン
プも現場に合わせ無駄なく配置できています。
1＋1＝2.5ぐらいの力を発揮していると思いま

す。経済的に安定しないと自立した生活は難しいはず。技術を持
つＯＢなど被災した方を積極的に雇用しています。
　復旧作業については協会に加盟する地元各社が強い連帯感を
持って頑張っています。この連帯感こそ、復旧復興へ向けての何
よりの“強み”。これがあればまちの復興もスムーズにいくと確
信しています。

各
社
の
連
帯
、何
よ
り
の
強
み

　会社前の吉田川が逆流しているのを見て、大きな津波が来る
と確信しました。野蒜地区はあまりに凄

せいさん
惨な現場で、最初は夢を

見ているようでした。
　消防団と一緒にガレキの山を撤去し、行方不明者を探しまし
た。「もしうちの子どもが見つかったら、抱いていてほしい」と住
民の方に言われ、本当につらく涙が出ました。今も家族を探し続
ける方は少なくなく、その姿に胸が痛みます。警察と一緒に捜索
も続けていますので、何とか早く見つけてあげたい一心です。
　震災後、新たに6人ほど被災した方を雇用しました。ほかに地

元の4社に手伝ってもらっています。みんなで
復興を目指すべきだし、地元のことは地元の人
が一番知っています。仲間が増え、心強く感じ
ています。
　協会は、適材適所でよくまとまっていて、
チームワークは抜群。まちづくりの具体的な方
向性が決まったら、橋本会長の下

もと
、みんなで力

を合わせたいです。私たちも復興の手伝いができるように万全
の体制を整えていきたいと思います。
　海岸沿いには緑地帯や防波堤などが建設されると思います
が、木材など再利用できるものはぜひ活用すべき。新しい炉を何
十機も作るよりお金もかからないし、環境にもやさしい。復興計
画には、ここに住む我々の声を反映させてほしいと願います。

地
元
の
声
、計
画
に
反
映
を

㈲
カ
ネ
カ
ツ
土
井
産
業
【
上
下
堤
】

熊
谷
建
業
㈱
【
大
曲
】

㈱
尾
形
土
建
【
野
蒜
】

代表取締役 土
ど い

井 静
せ い き

紀さん（51歳）

代表取締役 尾
お が た

形 勇
ゆういち

一さん（47歳）

代表取締役 熊
くまがい

谷 清
きよのり

則さん（56歳）

▲みんなで協力し、効率的に作業を進めています

▲復興の手伝いができるよう万全の体制を整えます

▲周辺の住民にも配慮しながら作業しています
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相
澤
絵
美
47（
上
浜
三
）相

澤
和
喜
65（
上
浜
一
）相
澤
香

代
子
60（
上
浜
三
）
相
澤
幸

一
54（
上
浜
二
）相
澤
晃
佑
8

（
上
浜
二
）相
沢
幸
子
51（
上
浜

三
）相
澤
正
榮
76（
下
浜
二
）相

澤
昭
二
84（
東
名
新
場
）相
澤

妙
子
63（
下
浜
一
）相
澤
孝
子

80（
上
浜
二
）相
澤
智
子
66（
上

浜
一
）相
澤
登
喜
子
75（
上
浜

二
）相
澤
德
子
62（
下
浜
二
）相

澤
豊
子
58（
上
浜
一
）相
澤
信

70（
上
浜
二
）相
澤
秀
男
62（
上

浜
三
）相
澤
英
樹
35（
上
浜
一
）

相
澤
誠
36（
上
浜
一
）相
澤
勝

春
43（
上
浜
一
）相
澤
正
美
65

（
上
浜
一
）相
澤
守
76（
上
河
戸

一
）相
沢
美
江
20（
横
沼
東
）相

澤
ミ
キ
28（
下
浜
二
）相
澤
充

宏
18（
上
浜
二
）相
澤
み
ね
子

79（
表
）相
澤
や
ゑ
子
63（
上
浜

一
）相
澤
安
子
66（
上
浜
三
）相

澤
悠
乃
12（
上
浜
二
）相
澤
由

紀
子
72（
上
浜
二
）相
澤
義
勝

71（
下
浜
一
）相
澤
良
勝
84（
下

浜
一
）相
澤
善
則
68（
上
浜
三
）

相
澤
善
幸
40（
上
浜
三
）相
澤

利
香
45（
西
新
町
）相
澤
玲
子

79（
上
浜
一
）青
砥
隆
雄
83（
東

名
元
場
）青
沼
み
江
99（
下
町

三
）青
沼
美
子
45（
亀
岡
東
）青

山
馨
71（
横
沼
二
）赤
川
久
枝

64（
浜
市
）赤
間
孝
三
郎
90（
立

沼
）赤
間
す
ゑ
子
79（
東
名
新

場
）赤
間
陽
子
46（
亀
岡
南
）秋

山
清
道
49（
新
町
）安
久
津
敏

子
86（
東
名
新
場
）東
冨
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子

73（
亀
岡
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美
明
子
74（
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一
秀
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二
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子
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東
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美
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仁
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（
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す
み
子
84（
平

岡
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海
つ
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し
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東
名
新

場
）熱
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直
子
70（
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納
）渥
美

浩
明
50（
上
浜
二
）熱
海
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子
76（
上
納
）熱
海
操
80（
平

岡
）渥
美

三
76（
上
浜
二
）阿

部
茜
音
9（
亀
岡
南
）阿
部
敦

子
37（
新
東
名
南
）阿
部
勲
72

（
上
納
）阿
部
壱
輝
9（
横
沼

東
）阿
部
い
ぶ
き
11（
下
浜
一
）

阿
部
海
晴
9（
下
浜
一
）阿
部

和
男
67（
亀
岡
西
）阿
部
和
子

74（
亀
岡
南
）阿
部
和
子
52（
新

東
名
北
）阿
部
さ
だ
子
79（
新

町
）阿
部
俊
64（
下
浜
一
）安
部

覚
32（
新
町
）阿
部
し
お
り
4

（
下
浜
一
）阿
部
栞
10（
東
名
新

場
）阿
部
重
雄
83（
新
東
名
北
）

安
部
靜
子
81（
川
下
）阿
部
し

ま
子
67（
亀
岡
南
）阿
部
順
子

72（
亀
岡
東
）阿
部
俊
介
18（
亀

岡
南
）安
倍
昭
二
61（
浜
市
）阿

部
勝
三
66（
横
沼
一
）阿
部
紗

6（
東
名
新
場
）阿
部

子

81（
新
東
名
北
）阿
部
妙
恵
34

（
横
沼
東
）阿
部
た
つ
子
82（
横

沼
東
）安
倍
千
尋
25（
浜
市
）阿

部
つ
よ
の
88（
谷
地
）

         

式　
　
　

辞

　

本
日
こ
こ
に
、「
平
成
二
十
三
年
東
日
本

大
震
災　

東
松
島
市
慰
霊
祭
」を
執
り
行

う
に
あ
た
り
、犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
並

び
に
ご
遺
族
の
皆
様
に
対
し
、心
か
ら
哀

悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日　

午
後
二

時
四
十
六
分
、三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
の
巨
大
地
震
が
発

生
し
、震
度
六
強
の
激
し
く
長
い
揺
れ
が

東
松
島
市
を
襲
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
大
津

波
が
発
生
し
、本
市
で
は
沿
岸
部
の
家
屋

や
施
設
は
こ
と
ご
と
く
破
壊
さ
れ
、市
街

地
の
六
十
五
㌫
が
浸
水
し
、多
く
の
方
々

が
死
傷
さ
れ
、そ
し
て
大
切
な
家
族
、財
産

が
一
瞬
に
し
て
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
震
災
に
よ
り
、尊
い
命
を
亡
く
さ

れ
た
方
々
の
想
い
を
お
察
し
い
た
し
ま
す

と
、さ
ぞ
か
し
ご
無
念
で
あ
っ
た
こ
と
と

存
じ
ま
す
。そ
の
一
方
、最
愛
の
肉
親
を
失

わ
れ
た
ご
遺
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、癒い

や

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
痛
み
に
対
し
、

申
し
上
げ
る
言
葉
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

震
災
前
の
東
松
島
市
は
、雄
大
な
海
と

沿
岸
部
に
広
が
る
松
林
、豊
か
な
自
然
の

中
に
あ
る
海
水
浴
場
。遊
覧
船
や
釣
り
な

ど
が
楽
し
め
る
場
所
も
豊
富
に
あ
り
、多

く
の
方
々
に
愛
さ
れ
、親
し
ま
れ
て
い
ま

し
た
が
、大
津
波
で
そ
の
景
観
が
一
変
し

ま
し
た
。道
路
は
寸
断
さ
れ
、家
も
緑
も
津

波
で
流
さ
れ
、歴
史
あ
る
緑
豊
か
な
ま
ち

は
、泥
と
瓦が

れ
き礫
で
埋
ま
り
ま
し
た
。震
災
直

後
、現
地
を
訪
れ
た
私
は
、そ
の
凄せ

い
さ
ん惨
な
光

景
に
、呆ぼ

う
ぜ
ん
じ
し
つ

然
自
失
、た
だ
た
だ
言
葉
を
失
う

だ
け
で
あ
り
ま
し
た
。

　

大
津
波
が
ま
ち
を
破
壊
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
は
、も
は
や
我
々
の
理
解
の
及
ば
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
、自
然
が
持
つ
力
の
強

大
さ
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

地
震
発
生
後
、東
松
島
市
で
は
直
ち
に
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
、被
災
状
況
の
把

握
、救
助
活
動
、行
方
不
明
者
の
捜
索
を
最

優
先
に
行
い
な
が
ら
、あ
わ
せ
て
避
難
さ

れ
ま
し
た
皆
様
へ
の
生
活
支
援
に
取
り
組

み
ま
し
た
。ま
た
、仮
設
住
宅
の
確
保
、膨

大
な
災
害
ご
み
の
処
理
、被
災
さ
れ
ま
し

た
皆
様
へ
の
生
活
再
建
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

発
災
か
ら
百
日
目
と
な
る
本
日
ま
で
、

全
国
各
地
か
ら
の
人
的
ご
支
援
、た
く
さ

ん
の
支
援
物
資
を
賜
り
ま
し
た
。ま
た
、千

羽
鶴
や
寄
せ
書
き
、手
紙
な
ど
、全
国
各
地

か
ら
た
く
さ
ん
の
励
ま
し
や
応
援
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、被
災
者
の
皆
様
を

は
じ
め
、我
々
市
民
に
元
気
と
勇
気
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。国
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
尊
い
義
援
金
、寄
付
金
は
被
災
者

支
援
及
び
本
市
復
興
の
た
め
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　

こ
こ
に
い
た
る
ま
で
、様
々
な
あ
た

た
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関

係
皆
様
、そ
し
て
市
の
対
応
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
被
災
者

の
皆
様
に
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
震
災
が
東
松
島
市
へ
与
え
た
影
響

は
計
り
知
れ
ず
、復
興
に
向
け
て
の
道
の

り
は
長
く
、決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、す
べ
て
の
市
民
の
皆

様
が
、一
日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
り
、地

域
に
再
び
活
力
が
み
な
ぎ
る
よ
う
に
、関

係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

市
、市
議
会
、そ
し
て
市
民
皆
様
が
し
っ
か

り
と
手
を
携
え
、「
が
ん
ば
ろ
う　

東
松

島
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、「
必
ず
復
興

す
る
ん
だ
」と
い
う
強
い
意
志
と
固
い
絆

を
持
っ
て
、懸
命
に
、そ
し
て
着
実
に
前
へ

進
ん
で
参
り
ま
す
こ
と
を
、い
ま
、こ
の
場

に
て
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た

方
々
の
ご
冥
福
と
、ご
遺
族
の
ご
平
安
と

ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　

 

平
成
二
十
三
年
六
月
十
八
日

  　

東
松
島
市
長　

 

阿　

部　

秀　

保

　６月18日（土）、航空自衛隊松島基地の整備格納庫を会場に、東日本大震災東松島市慰霊祭が執り
行われました。震災で亡くなられた方の遺族や行方不明者の親族など約3,500人が参列し、会場に
設けられた慰霊塔に向かって黙とうを捧げ、献花台に花を手

た む
向けて冥福を祈りました。

東
日
本
大
震
災
慰
霊
祭
に
約
3,500
人
参
列

※
掲
載
は
五
十
音
順
で
敬
称
は
略
し
て
い
ま
す
。
数
字
は

　
年
齢
、( )

内
は
行
政
区
名
で
す
。

※
6
月
11
日
現
在
で
、身
元
が
判
明
ま
た
は
死
亡
届
が
出
さ

　
れ
て
い
る
方
々
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
掲
載
漏
れ
や

　
誤
字
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
容
赦
願
い
ま
す
。

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

― 

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す 

―



（5）市報 ひがしまつしま

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

― 

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す 

―

東松島市慰霊祭

夫
64（
東
名
新
場
）石
垣
德
之

64（
浜
市
）石
垣
齊
76（
浜
市
）

石
垣
ふ
ぢ
子
78（
新
町
）石
垣

真
奈
美
5（
平
岡
）石
垣
吉
雄

84（
東
名
新
場
）石
垣
よ
し
子

56（
新
東
名
南
）石
川
慧
0（
若

葉
）石
川
律
子
55（
下
浜
二
）石

森
か
ほ
る
66（
上
浜
一
）石
森

大
晴
2（
下
浜
一
）石
森
孝
行

81（
亀
岡
南
）石
森
龍
也
70（
上

浜
一
）石
森
美
智
子
73（
亀
岡

南
）石
森
み
わ
子
71（
下
浜
一
）

石
森
良
一
49（
下
浜
一
）石
山

京
子
66（
新
町
）石
山
宗
6（
新

町
）和
泉
悦
子
65（
亀
岡
東
）和

泉
智
英
27（
新
町
）和
泉
り
よ

88（
亀
岡
東
）板
垣
雪
子
75（
東

名
元
場
）市
川
イ
キ
子
92（
亀

岡
西
）市
川
よ
ね
子
75（
洲
崎
）

一
宮
智
之
72（
上
浜
一
）伊
藤

栄
子
62（
下
浜
二
）伊

嘉
代

子
59（
下
浜
一
）伊
藤
喜
久
子

72（
上
浜
三
）伊
藤
キ
セ
76（
下

浜
二
）伊
藤
慶
一
68（
上
浜
三
）

伊
藤
三
朗
69（
下
浜
二
）伊

将
吾
3（
上
納
）伊
藤
勢
津
子

56（
横
沼
二
）伊
籐
正
58（
下
浜

一
）伊
藤
智
香
45（
下
浜
二
）伊

藤
敏
彦
41（
下
浜
一
）伊
藤
治

江
63（
下
浜
二
）伊
藤
ひ
さ
え

62（
柳
西
）伊
藤
文
子
75（
東
名

新
場
）伊

み
き
子
57（
浜
須

賀
）伊
藤
盛
雄
75（
下
浜
二
）伊

藤
儀
夫
68（
前
柳
）伊
藤
良
廣

61（
亀
岡
西
）伊
藤
律
5（
下
浜

二
）伊

伶
和
1（
下
浦
）井
上

賢
70（
川
下
）今
井
シ
ゲ
85（
南

新
二
）今
辻
加
奈
子
46（
若
葉
）

岩
井
孝
悦
68（
若
葉
）岩
井
優

67（
上
浜
三
）岩
井
美
枝
子
52

（
亀
岡
南
）岩
﨑
と
よ
子
55（
柳

下
）岩
淵
け
い
子
36（
新
東
名

南
）岩
渕
啓
治
76（
亀
岡
東
）岩

渕
さ
だ
子
62（
上
納
）岩
渕
せ

つ
子
60（
川
下
）岩
渕

の
ふ

88（
東
名
新
場
）岩
渕
初
重
子

78（
亀
岡
東
）岩
渕
靖
雄
70（
上

納
）宇
佐
美
か
つ
み
77（
浜
市
）

宇
佐
美
金
悦
69（
浜
市
）宇
佐

美
清
悦
34（
浜
市
）宇
佐
美
つ

か
よ
61（
浜
市
）宇
佐
美
輝
男

80（
浜
市
）宇
佐
美
伸
子
52（
浜

市
）内
海
澄
代
66（
立
沼
）内
海

清
63（
横
沼
二
）内
海
志
げ
85

（
東
名
新
場
）内
海
貴
子
37（
亀

岡
西
）内
海
牧
郎
83（
新
町
）内

海
美
恵
子
58（
横
沼
二
）内
海

ヤ
チ
ヨ
94（
立
沼
）夷
塚
ス
ミ

エ
75（
亀
岡
西
）夷
塚
正
81（
亀

岡
西
）夷
塚
と
し
子
63（
表
）

塚
み
さ
の
81（
亀
岡
西
）夷
塚

元
子
69（
亀
岡
南
）江
戸
繁
明

60（
亀
岡
西
）江
戸
ひ
で
子
86

（
亀
岡
西
）遠
藤
勝
男
65（
裏
）

遠
藤
正
美
45（
南
新
二
）遠
藤

由
佳
子
24（
関
の
内
一
）及
川

榮
信
74（
下
浜
一
）及
川
純
子

62（
貝
田
）及
川
次
郎
70（
貝

田
）及
川
千
鶴
37（
貝
田
）及
川

は
る
み
87（
小
野
下
）及
川
秀

雄
75（
上
河
戸
一
）及
川
光
子

82（
東
名
新
場
）大
石
い
づ
み

38（
下
浦
）大
内
聖
13（
谷
地
）

大
内
真
弓
43（
谷
地
）大
内
龍

14（
谷
地
）大
崎
邦
子
75（
亀

岡
東
）大
崎
弘
78（
亀
岡
東
）大

崎
真
衣
25（
南
新
二
）大
崎
礼

子
53（
南
新
二
）太
田
健
吾
71

（
上
浜
一
）大
竹
伊
吹
20（
表
）

大
野
敦
子
79（
立
沼
）大
野
早

智
子
75（
亀
岡
東
）大
場
貢
65

（
亀
岡
東
）大
森
知
子
69（
新

町
）大
森
直
樹
31（
亀
岡
南
）大

山
さ
た
ゑ
87（
大
塚
）尾
形
い

く
よ
75（
新
町
）尾
形
い
な
み

71（
亀
岡
南
）尾
形
和
枝
73（
新

町
）尾
形
勝
四
郎
73（
新
町
）尾

形
絍
90（
新
町
）尾
形
き
み
子

67（
新
町
）尾
形
き
み
子
90（
新

町
）尾
形
剛
20（
新
町
）尾
形
貞

幸
41（
新
町
）尾
形
悟
19（
亀
岡

南
）尾
形
悟
64（
新
町
）尾
形
志

保
22（
新
町
）尾
形
正
一
郎
64

（
川
下
）尾
形
正
吉
79（
川
下
）

尾
形
澄
子
68（
亀
岡
東
）尾
形

孝
志
53（
新
町
）尾
形
武
志
81

（
新
町
）尾
形
忠
子
87（
東
名
新

場
）尾
形
ち
や
子
81（
新
町
）尾

形
哲
男
77（
新
町
）尾
形
時
雄

82（
新
町
）尾
形
と
き
子
76（
新

町
）尾
形
德
雄
62（
新
町
）尾
形

登
志
憲
51（
新
町
）尾
形
智
子

63（
新
町
）尾
形
は

え
90（
亀

岡
南
）尾
形
春
男
80（
亀
岡
東
）

尾
形
政
志
85（
横
沼
二
）尾
形

美
惠
子
57（
里
北
）尾
形
み
己

子
78（
新
町
）尾
形
優
奈
13（
新

町
）尾
形
幸
子
69（
亀
岡
東
）尾

形
百
合
子
55（
亀
岡
南
）岡
田

和
歌
子
42（
新
町
）小
川
國
雄

96（
小
野
上
）小
川
敏
勝
67（
上

浜
三
）小
川
百
合
子
67（
上
浜

三
）奥
田
惠
知
子
73（
亀
岡
東
）

奥
田
和
子
75（
室
浜
）奥
田
勝

幸
44（
新
東
名
南
）奥
田
駒
子

85（
亀
岡
南
）奥
田
烈
斗
14（
新

町
）奥
田
光
枝
64（
新
町
）奥

田
光
雄
88（
亀
岡
南
）奥
山
啓

一
73（
亀
岡
西
）奥
山
春
榮
88

（
亀
岡
南
）小
黒
興
三
68（
亀
岡

東
）長
田
わ
く
り
84（
亀
岡
東
）

音
羽
光
雄
80（
表
）小
野
明
年

76（
亀
岡
東
）小
野
す
せ
子
98

（
亀
岡
東
）小
野
泰
次
郎
83（
南

二
）小
野
孝
行
62（
上
浜
一
）小

野
智
惠
子
76（
貝
田
）小
野
傳

七
75（
貝
田
）小
野
光
子
47（
亀

岡
南
）小
野
嘉
51（
南
二
）小
野

寺
勝
彦
64（
下
浜
二
）小
野
寺

研
耕
84（
亀
岡
東
）小
野
寺
貞

子
82（
亀
岡
東
）小
野
寺
弘
子

58（
筒
場
）小
野
寺
み
さ
子
76

（
関
の
内
一
）小
野
寺
義
友
83

（
東
名
新
場
）小
山

久
二
83

（
下
浜
一
）小
山
き
く
み
77（
下

浜
一
）小
山
賢
治
82（
下
浜
二
）

小
山
長
一
84（
下
町
一
）小
山

ふ
じ
子
79（
下
浜
二
）小
山
ま

き
83（
東
名
新
場
）小
山
祐
子

52（
上
浜
三
）小
山

子
75（
下

浜
一
）小
山
り
き
子
72（
上
浜

一
）織
谷
忠
興
69（
新
町
）織
谷

み
ね
子
64（
新
町
）海
馬
壽
雄

81（
東
名
新
場
）⻆
田
た
け
子

86（
中
下
）筧
や
ち
よ
80（
横
沼

二
）葛
西
均
74（
上
浜
一
）風
見

美
和
子
62（
新
町
）梶
谷
豊
子

60（
高
田
）梶
谷
仁
志
63（
高

田
）
岡
勉
58（
浜
須
賀
）片

平
紀
子
48（
浜
市
）片
平
勇
紀

3（
浜
市
）加

英
治
23（
往
還

下
）加
藤
雄
大
21（
関
の
内
二
）

加
藤
の
り
子
47（
関
の
内
二
）

加
藤
ハ
ナ
コ
81（
往
還
下
）加

弘
子
58（
往
還
下
）加
藤
衞

88（
往
還
下
）加
藤
泰
宏
56（
南

五
）加
藤
祐
子
49（
新
町
）加
藤

吉
広
54（
亀
岡
西
）門
岡
和
子

76（
下
浜
一
）門
岡
と
く
こ
87

（
上
浜
一
）金
澤
絹
子
72（
亀
岡

東
）金
澤
義
孝
79（
亀
岡
東
）金

子
ひ
ろ
子
62（
下
町
一
）鹿
野

君
江
55（
横
沼
二
）鹿
野
千
代

美
63（
浜
市
）鹿
野
つ
わ
子
59

（
往
還
下
）鹿
野
ト
シ
ヱ
90（
浜

市
）鹿
野
八
郎
90（
東
名
新
場
）

鹿
野
ふ
ゆ
子
87（
浜
市
）鹿
野

正
夫
71（
浜
市
）鎌
田
修
69（
下

町
四
）鎌
田
将
太
17（
亀
岡
南
）

鎌
田
勇
紀
67（
河
戸
）香
味
勉

77（
新
東
名
南
）亀
山
信
行
66

（
往
還
下
）川
内
き
江
子
81（
新

町
）川
上
和
子
66（
表
）川
田
耕

也
74（
上
浜
二
）川
畑
昭
子
69

（
東
名
新
場
）川
畑
清
雄
86（
東

名
新
場
）川
畑
久
美
子
53（
東

名
元
場
）川
畑
し
づ
子
57（
東

名
新
場
）川
畑
富
士
雄
78（
東

名
新
場
）川
畑
ま
つ
子
61（
東

名
新
場
）川
畑
實
84（
新
東
名

北
）川
畑
康
子
90（
東
名
新
場
）

川
畑
芳
雄
63（
東
名
新
場
）川

村
春
一
69（
鹿
妻
一
）菅
野
正

則
61（
小
野
上
）雁
部
忠
人
62

（
上
浜
一
）菊
地
昂
78（
東
名
新

場
）菊
地
長
一
郎
77（
東
名
新

場
）菊
地
富
義
64（
横
沼
二
）菊

　

阿
部
輝
夫
83（
新
町
）阿
部

年
雄
66（
東
名
元
場
）阿
部
と

も
子
71（
下
町
一
）阿
部
友
子

38（
亀
岡
南
）阿
部
夏
海
10（
横

沼
東
）安
倍
信
江
61（
往
還
上
）

阿
部
暖
3（
東
名
新
場
）安
部

秀
男
62（
新
町
）阿
部
秀
樹
45

（
表
）阿
部
弘
美
35（
東
名
新

場
）安
部
ふ
く
88（
新
町
）阿

部
総
江
44（
新
川
前
）阿
部
ま

さ
子
70（
新
町
）阿
部
眞
人
74

（
亀
岡
南
）阿
部
衛
70（
上
浜

一
）阿
部
美
紀
18（
亀
岡
南
）阿

部
美
命
5（
横
沼
東
）阿
部
道

男
76（
浜
市
）安
倍
み
つ
子
63

（
浜
市
）阿
部
實
73（
上
浜
一
）

阿
部
美
歩
24（
上
納
）阿
部
安

壽
69（
上
浜
二
）阿
部
ゆ
か
り

47（
東
名
元
場
）安
倍
夢
人
5

（
浜
市
）安
倍
義
夫
59（
浜
市
）

阿
部
よ
し
子
87（
東
名
新
場
）

阿
部
よ
し
子
71（
浜
市
）阿
部

頼
克
39（
上
河
戸
三
）安
倍
稟

乃
1（
浜
市
）阿
部
龍
之
介
7

（
新
町
）
井
ま
さ
89（
亀
岡

南
）安
海
順
子
66（
亀
岡
南
）

安
海
博
子
51（
横
沼
二
）安
海

誠
74（
亀
岡
南
）安
藤
尚
子
18

（
川
下
）安
藤
直
美
32（
下
浜

一
）安
部
達
子
57（
南
二
）
十

嵐
巖
84（
亀
岡
西
）
十
嵐
す

み
子
80（
亀
岡
西
）伊
沢
け
い

子
62（
亀
岡
南
）伊
澤
み
ゑ
子

82（
川
下
）伊
沢
理
恵
子
19（
亀

岡
南
）石
垣
勝
衞
91（
浜
市
）石

垣
し
げ
み
72（
上
納
）石
垣
千

里
92（
河
戸
）石
垣
ち
い
子
55

（
室
浜
）石
垣
輝
彦
43（
浜
市
）

石
垣
と
み
子
72（
東
名
元
場
）

石
垣
夏
子
85（
浜
市
）石
垣
紀

地
常
子
74（
東
名
新
場
）
地

秀
子
77（
亀
岡
南
）菊
地
博
89

（
東
名
新
場
）菊
地
政
宏
43（
上

納
）菊
地
み
つ
ゑ
86（
東
名
新

場
）
地
幸
夫
81（
亀
岡
南
）菊

地
よ
し
子
79（
東
名
元
場
）木

島
あ
ゆ
み
42（
東
名
新
場
）木

島
え
み
子
61（
洲
崎
）

<
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木
島
と
み
子
86（
洲
崎
）木

島
美
喜
子
57（
関
の
内
三
）木

島
留
美
28（
関
の
内
三
）木
村

和
子
68（
新
町
）木
村
喜
榮
子

65（
新
町
）木
村
さ
い
子
77（
小

野
下
）木
村
し
ん
90（
東
名
新

場
）木
村
大
士
31（
下
町
三
）

木
村
千
代
子
83（
東
名
新
場
）

木
村
て
い
子
63（
横
沼
東
）木

村
利
勝
52（
御
下
）木
村
友
衛

70（
新
町
）木
村
智
美
18（
高

田
）木
村
直
美
35（
高
田
）木
村

ふ
ぢ
子
72（
表
）木
村
真
喜
夫

58（
表
）木
村
桃
歌
6（
高
田
）

木
村
保
信
75（
表
）木
村
康
広

51（
上
町
二
）木
村
友
基
40（
新

町
）木
村
龍
幸
10（
高
田
）木
村

政
視
71（
寺
）京
極
幸
代
41（
上

河
戸
二
）京
野
亜
紀
42（
新
町
）

京
野
す
み
え
45（
東
名
新
場
）

京
野
泰
紀
5（
東
名
新
場
）京

野
瑞
子
70（
新
町
）久
慈
成
子

63（
新
町
）國
井
金
雄
94（
東
名

新
場
）國
井
佳
代
16（
大
溜
）久

保
み
よ
子
80（
東
名
新
場
）久

保
芳
治
86（
東
名
新
場
）久
保

田
き
よ
し
83（
東
名
新
場
）熊

谷
和
幸
31（
上
浜
一
）熊
谷
七

郎
76（
浜
須
賀
）熊
谷
千
代
子

71（
浜
須
賀
）熊
谷
智
宏
79（
小

野
下
）熊
谷
久
子
80（
浜
須
賀
）

熊
谷
平
作
73（
浜
須
賀
）熊
谷

美
代
子
75（
小
野
下
）栗
原
正

一
85（
新
町
）栗
原
真
由
美
57

（
亀
岡
南
）栗
原
美
喜
子
61（
新

町
）栗
原
嘉
子
81（
新
町
）黒
川

り
よ
子
62（
川
下
）顧
有
才
24

（
東
名
元
場
）小
泉
順
子
54（
東

名
新
場
）郷
古
泰
暉
7（
新
東

名
南
）小
堺
美
紀
46（
道
地
）兒

玉
え
い
子
58（
亀
岡
南
）後
藤

新
71（
東
名
元
場
）後
藤
惠
美

子
83（
新
町
）後

惠
子
58（
東

名
元
場
）後
藤
新
一
41（
東
名

元
場
）後
藤
清
策
83（
新
町
）後

藤
ト
モ
ヱ
95（
東
名
新
場
）後

仁
64（
東
名
元
場
）小
林
千

秋
45（
洲
崎
）駒
澤
貴
恵
子
69

（
川
下
）駒
澤
浩
76（
川
下
）駒

澤
真
貴
4（
川
下
）小
柳
正
照

72（
上
浜
三
）小
柳
正
弘
47（
上

浜
三
）小
柳
み
さ
を
67（
上
浜

三
）近
藤
由
美
29（
横
沼
西
）今

野
眞
悦
63（
浜
市
）今
野
高
志

83（
上
浜
三
）今
野
宏
50（
上

浜
三
）齋
藤
秋
夫
82（
亀
岡
東
）

西
東
一
男
80（
表
）齋
藤
一
輝

3（
上
河
戸
二
）齋
藤
か
つ

76（
上
納
）齋
藤
公
男
85（
東
名

新
場
）齋
藤
淸
82（
東
名
新
場
）

齋

邦
子
61（
亀
岡
南
）齋
藤

國
藏
72（
東
名
新
場
）齋
藤
昇

子
35（
上
河
戸
二
）齊
藤
隆
64

（
亀
岡
南
）齋
藤

子
91（
東

名
新
場
）齋
藤
ち
い
子
89（
東

名
新
場
）齋
藤
恒
子
63（
東
名

新
場
）齋
藤
照
明
78（
上
浜
一
）

齋
藤
照
夫
72（
横
沼
二
）齋
藤

と
き
子
73（
亀
岡
南
）齋
藤
豊

子
70（
横
沼
二
）齋
藤
な
を
子

79（
東
名
新
場
）齋
藤
な
ほ
子

77（
上
浜
一
）齋
藤
信
男
80（
亀

岡
南
）齋
藤
式
也
82（
洲
崎
）齋

藤
博
64（
四
反
走
）齋
藤
宏
之

28（
上
町
一
）齋
籐
不
二
夫
61

（
東
名
新
場
）斎
藤
冨
美
89（
東

名
新
場
）齋
藤
美
智
子
56（
亀

岡
東
）齊
藤
美
智
子
60（
亀
岡

南
）齋
藤
安
男
46（
川
下
）齋
藤

優
真
0（
上
河
戸
二
）齋
藤
鷹

7（
塩
入
）齋
藤
よ
つ
子
70（
川

下
）齋
藤
理
華
38（
亀
岡
南
）

作
田
樹
9（
新
東
名
南
）櫻
井

悦
子
60（
東
名
新
場
）櫻
井
惠

美
子
79（
川
下
）櫻
井
慶
喜
60

（
下
浜
二
）櫻
井
幸
記
69（
浜

市
）櫻
井
浩
二
44（
里
北
）櫻
井

栄
44（
大
浜
）櫻
井
ソ
ヨ
子
67

（
浜
市
）櫻
井
貞
子
83（
肘
曲
）

櫻
井
ト
キ
子
78（
新
町
）櫻
井

ひ
さ
子
79（
西
福
田
上
）櫻
井

三
男
70（
亀
岡
南
）櫻
井
め
い

10（
東
名
新
場
）櫻
井
や
し
の

83（
新
東
名
南
）櫻
井
行
子
35

（
東
名
新
場
）佐
々
木
た
い
子
87

（
東
名
新
場
）佐
々
木
龍
雄
71

（
上
浜
一
）佐
々
木
哲
男
64（
上

浜
一
）佐
々
木
知
子
43（
下
町

四
）佐
々
木
久
士
74（
亀
岡
西
）

佐
々
木
文
男
71（
南
五
）佐
藤

榮
喜
76（
下
浜
二
）佐
藤
和
子

66（
洲
崎
）佐
藤
カ
ツ
子
72（
下

浜
二
）佐
藤
勝
子
76（
下
浜
二
）

佐
藤
か
つ
子
83（
南
五
）佐
藤

儀
作
70（
下
浜
一
）佐
藤
き
ぬ

ゑ
83（
立
沼
）佐
藤
喜
美
子
81

（
表
）佐
藤
賢
治
21（
表
）佐
藤

幸
悦
60（
小
松
台
）佐
藤
祥
子

39（
若
葉
）佐

シ
マ
子
62（
浜

市
）佐
藤
正
二
71（
新
町
）佐
藤

清
一
55（
上
浜
一
）佐
藤
タ
ケ

子
79（
横
沼
二
）佐
藤
民
治
80

（
立
沼
）佐
藤
千
賀
子
53（
横
沼

二
）佐
藤
長
三
郎
74（
下
浜
一
）

佐
藤
千
代
子
83（
新
町
）佐
藤

81（
横
沼
二
）佐
藤
恒
雄
78

（
下
浜
二
）佐
藤
と
き
子
88（
浜

須
賀
）佐
藤
な
が
子
74（
立
沼
）

佐
藤
徳
義
74（
下
浜
二
）佐
藤

弘
80（
下
浜
一
）佐
藤
昌
幸
78

（
新
町
）佐
藤
正
芳
79（
新
町
）

佐
藤
光
男
86（
立
沼
）佐
藤
み

や
子
89（
東
名
新
場
）佐
藤
八

重
子
86（
東
名
新
場
）佐
藤
康

貴
38（
立
沼
）佐
藤
勇
輝
78（
洲

崎
）佐
藤
佑
哉
2（
下
町
一
）佐

藤
よ
し
子
58（
高
田
）佐
藤
幸

弘
63（
新
東
名
南
）佐
沼
早
苗

55（
上
浜
三
）佐
沼
一
志
92（
上

浜
三
）宍
戸
榮
子
68（
東
名
元

場
）宍
戸
と
み
95（
表
）雫
石
あ

や
子
75（
亀
岡
西
）雫
石
惠
美

子
80（
表
）雫
石
晃
規
77（
下
浜

一
）雫
石
榮
68（
下
浜
二
）雫
石

さ
と
み
78（
下
浜
二
）雫
石
す

さ
の
74（
上
浜
一
）雫
石
匠
真

12（
下
浜
二
）雫
石
拓
夢
8（
上

浜
一
）雫
石
達
彦
21（
南
二
）雫

石
輝
雄
74（
上
浜
一
）雫
石
德

榮
76（
高
田
）雫
石
信
行
64（
柳

北
）雫
石
秀
美
48（
南
二
）雫
石

弘
子
46（
上
浜
一
）雫
石
文
勝

58（
横
沼
二
）雫
石
愛
夏
12（
上

浜
二
）雫
石
洋
子
76（
下
浜
一
）

雫
石
陽
子
71（
高
田
）雫
石
さ

つ
よ
71（
亀
岡
南
）志
野

男

65（
新
町
）志
野
ま
ゆ
み
59（
亀

岡
南
）渋
谷
み
よ
子
56（
南
三
）

嶋
田
つ
ね
96（
小
野
下
）清
水

眞
一
62（
上
浜
一
）下
山
岸
子

ミ
72（
下
浜
二
）髙
嶋
昌
男
73

（
下
浜
二
）髙
橋
昭
子
77（
上
浜

二
）髙
橋
稲
男
76（
貝
殻
塚
二
）

髙
橋
い
ほ
子
78（
新
町
）髙
橋

瑛
真
0（
貝
殻
塚
一
）髙
橋
か

つ
子
79（
洲
崎
）髙
橋
勝
美
67

（
立
沼
）髙
橋
か
よ
子
68（
亀
岡

東
）髙
橋
君
子
72（
上
浜
一
）髙

橋
京
子
67（
上
浜
二
）高
橋
け

い
子
72（
貝
殻
塚
一
）高
橋
健

太
25（
上
納
）髙
橋
昂
平
7（
貝

殻
塚
一
）髙
橋
こ
ぎ
く
84（
亀

岡
東
）髙
橋
沙
織
22（
亀
岡
西
）

髙
橋
貞
雄
59（
亀
岡
西
）髙
橋

颯
希
16（
往
還
上
）髙
橋
し
う

子
75（
横
沼
一
）髙
橋
し
げ
こ

85（
亀
岡
南
）髙
橋
靜
代
82（
亀

岡
南
）髙
橋
信
一
82（
亀
岡
南
）

髙
橋
真
二
28（
東
名
元
場
）髙

橋
す
み
子
86（
亀
岡
西
）髙
橋

す
み
れ
64（
上
浜
一
）髙
橋
節

子
90（
新
東
名
南
）髙
橋
竹
子

75（
新
町
）髙
橋
忠
79（
東
名
新

場
）髙
橋
忠
博
59（
亀
岡
南
）髙

橋
た
つ
江
70（
亀
岡
西
）髙
橋

た
つ
み
83（
新
町
）髙
橋
チ
ヨ

101（
東
名
新
場
）髙
橋
ち
よ
し

91（
東
名
元
場
）髙
橋
恒
夫
68

（
新
町
）髙
橋
つ
や
子
81（
東
名

新
場
）髙
橋
と
く
子
73（
東
名

元
場
）髙
橋
友
子
93（
横
沼
西
）

髙
橋
豊
春
63（
新
町
）高
橋
奈

美
子
31（
下
浜
二
）髙
橋
成
美

52（
横
沼
西
）髙
橋
信
雄
54（
浜

市
）髙
橋
は
る
み
58（
亀
岡
南
）

高
橋
尙
康
66（
新
町
）髙
橋
秀

雄
77（
亀
岡
西
）髙
橋
誠
51（
貝

殻
塚
一
）髙
橋
ま
さ
み
49（
横

沼
一
）髙
橋
真
由
美
42（
新
町
）

髙
橋
ま
ゆ
み
44（
新
東
名
南
）

髙
橋
み
ゑ
子
93（
亀
岡
南
）髙

橋
ミ
サ
77（
東
名
元
場
）髙
橋

み
ち
子
94（
新
東
名
南
）

67（
横
沼
西
）下
山
照
雄
69（
横

沼
一
）下
山
み
よ
し
68（
横
沼

一
）朱

鋒
28（
東
名
元
場
）庄

司
秀
雄
73（
立
沼
）白
石
磨
80

（
新
東
名
北
）末
永
ま
さ
子
89

（
表
）菅
井
智
子
70（
大
塚
）菅

原
郁
子
53（
新
町
）菅
原
榮
子

63（
上
浜
三
）菅
原
か
よ
66（
浜

須
賀
）菅
原
シ
ゲ
83（
南
五
）菅

原
茂
二
81（
上
浜
三
）菅
原
昭

一
59（
浜
市
）菅
原
直
71（
新

町
）菅
原
英
生
61（
上
河
戸
四
）

菅
原
秀
男
71（
浜
須
賀
）菅
原

衛
70（
浜
須
賀
）菅
原
も
と
78

（
上
浜
三
）菅
原
義
雄
57（
五
味

倉
）菅
原
諒
27（
新
町
）杉
山
桂

四
66（
平
岡
）杉
山
忠
夫
75（
浜

須
賀
）杉
山
義
則
45（
浜
須
賀
）

鈴
木
和
男
55（
浜
市
）鈴
木
一

男
43（
柳
北
）鈴
木
儀
一
92（
大

塚
）鈴
木
京
子
82（
亀
岡
西
）鈴

木
好
子
54（
上
浜
一
）鈴
木
幸

子
83（
亀
岡
南
）鈴
木
聡
子
38

（
下
浜
二
）鈴
木
千
江
41（
亀
岡

東
）鈴
木
智
行
80（
南
新
一
）鈴

木
常
雄
76（
東
名
元
場
）鈴
木

と
よ
子
70（
東
名
元
場
）鈴
木

な
か
89（
東
名
新
場
）鈴
木
ノ

ブ
85（
東
名
新
場
）鈴
木
の
り

子
57（
横
沼
一
）鈴
木
ふ
み
子

79（
新
東
名
南
）鈴
木
ふ
み
子

93（
東
名
新
場
）鈴
木
信
83（
東

名
新
場
）鈴
木
正
雄
56（
上
浜

一
）鈴
木
幹
尋
43（
新
町
）鈴
木

幹
也
78（
新
町
）鈴
木
ヤ
ス
エ

83（
大
塚
）鈴
木
安
子
69（
新

町
）鈴
木
雄
二
45（
東
名
元
場
）

須
田
健
一
75（
平
岡
）須
田
ス

ヱ
子
68（
平
岡
）制
野
キ
エ
子

64（
浜
市
）仙
石
の
ぶ
子
77（
東

名
元
場
）髙
木
昭
紀
70（
亀
岡

東
）髙
木
悦
子
66（
亀
岡
東
）髙

木
秀
郎
27（
亀
岡
東
）髙
嶋
ス



（7）市報 ひがしまつしま

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

― 

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す 

―

東松島市慰霊祭
　

髙
橋
美
千
代
43（
往
還
上
）

髙
橋
光
男
69（
亀
岡
南
）髙
橋

む
つ
子
58（
東
名
元
場
）髙
橋

右
一
83（
東
名
元
場
）髙
橋
友

子
61（
亀
岡
南
）髙
橋
洋
子
78

（
東
名
元
場
）髙
橋
芳
夫
77（
横

沼
一
）髙
橋
壽
良
78（
中
下
）高

間
木
祐
一
42（
下
町
一
）髙
山

貞
子
93（
東
名
新
場
）高
山
壽

雄
59（
新
町
）瀧
照
子
71（
新

町
）瀧
德
夫
74（
新
町
）武
田
い

よ
子
75（
浜
須
賀
）武
田
和
枝

48（
往
還
下
）武
田
喜
美
子
86

（
亀
岡
南
）武
田
健
壽
80（
浜
須

賀
）武
田
定
子
59（
表
）武
田
勝

悦
67（
立
沼
）武
田
て
い
子
55

（
浜
須
賀
）竹
田
春
子
82（
東
名

新
場
）武
田
久
86（
立
沼
）武
田

み
か
29（
浜
須
賀
）武
田
美
智

子
66（
往
還
下
）武
山
き
く
み

76（
亀
岡
南
）武
山
孝
宣
63（
貝

田
）田
代
里
治
84（
下
浜
一
）

田
邊
イ
ト
83（
小
松
台
）田
村

節
子
71（
亀
岡
西
）田
村
八
重

子
92（
新
東
名
南
）丹
野
き
よ

え
62（
下
浜
一
）千
田
耕
治
82

（
横
沼
二
）千
田
す
ゑ
子
79（
横

沼
二
）千
葉
い
く
よ
72（
浜
須

賀
）千
葉
イ
サ
ホ
94（
平
岡
）千

葉
和
男
72（
南
一
）千
葉
和
久

60（
亀
岡
東
）千
葉
喜
久
89（
川

下
）千
葉
喜
久
95（
東
名
新
場
）

千
葉
清
江
63（
亀
岡
東
）千

喜
代
子
83（
平
岡
）千

公
美

子
49（
新
町
）千
葉
ケ
ウ
コ
71

（
下
浜
二
）千
葉
拓
翔
8（
新
東

名
南
）千
葉
ち
ゑ
子
64（
亀
岡

南
）千
葉
哲
也
45（
南
一
）千

初
夫
62（
小
野
下
）千
葉
浩
美

46（
浜
須
賀
）千
葉
史
35（
新

東
名
南
）千
葉

69（
亀
岡
南
）

千
葉
真
里
奈
13（
浜
須
賀
）千

美
音
17（
新
町
）千
葉
美
夏

10（
南
一
）千
葉
柚
夏
4（
新

東
名
南
）千
葉
優
香
19（
浜
須

賀
）千
葉
裕
太
24（
往
還
下
）千

葉
好
枝
31（
南
緑
）千
葉
吉
治

64（
下
町
五
）千
葉
米
草
63（
平

岡
）津
田
き
よ
枝
78（
下
町
一
）

津
田
さ
つ
ゑ
87（
南
一
）津
田

智
27（
上
浜
三
）津
田
ナ
ヲ
子

81（
上
浜
二
）津
田
直
美
65（
下

浜
一
）津
田
文
雄
80（
上
浜
二
）

津
田
記
子
70（
下
浜
二
）津
田

麻
記
絵
37（
下
浜
一
）津
田
学

20（
上
浜
二
）津
田
實
76（
下

浜
二
）津
田
由
紀
美
51（
上
浜

二
）津
田
義
範
59（
上
浜
二
）津

田
よ
す
ゑ
76（
上
浜
二
）津
田

力
也
59（
上
浜
一
）津
野
文
子

83（
大
島
）津
野
田
信
彦
51（
浜

須
賀
）鶴
岡
や

ゑ
80（
東
名

新
場
）手
代
木
一
男
80（
新
町
）

手
代
木
勝
53（
道
地
）手
代
木

り
つ
子
74（
新
町
）寺
川
秀
俊

78（
亀
岡
南
）土
井
愛
桜
2（
往

還
下
）圡
井
悦
郎
74（
新
町
）土

井
和
子
53（
新
町
）土
井
金
作

89（
表
）土
井
さ
や
か
22（
往
還

下
）土
井
桜
琉
0（
往
還
下
）土

井
竜
雄
86（
作
田
浦
）土
井
て

る
子
85（
新
町
）圡
井
と
く
子

67（
新
町
）土
井
友
子
43（
小
野

下
）土
井
は
る
み
95（
東
名
新

場
）土
井
正
樹
17（
新
町
）土
井

眞
理
子
50（
横
沼
東
）土
井
ゆ

き
19（
新
町
）圡
井
慶
雄
82（
新

町
）土
井
わ
か
子
72（
洲
崎
）東

海
福
子
53（
亀
岡
南
）鴇
田
勲

太
郎
82（
新
町
）友
野
道
代
36

（
大
塚
）中
江
恵
美
子
45（
下
浜

二
）中
江
み
や
子
67（
下
浜
二
）

中
垣
美
範
45（
下
浦
）長
坂
亘

83（
東
名
新
場
）長
澤
登
久
江

72（
亀
岡
東
）中
澤
優
子
63（
亀

岡
南
）中
澤
征
夫
66（
亀
岡
南
）

中
島
幸
一
70（
亀
岡
東
）茄
子

川
恵
美
子
50（
下
浜
二
）茄
子

川
一
樹
17（
下
浜
二
）茄
子
川

德
栄
60（
下
浜
一
）茄
子
川
と

し
子
78（
東
名
新
場
）茄
子
川

光
枝
61（
下
浜
一
）成
澤
久
美

子
59（
新
東
名
北
）成
澤
ま
さ

よ
78（
平
岡
）成
田
純
子
52（
東

名
新
場
）西
ケ
谷
秀
美
32（
小

野
上
）似
内
と
よ
子
88（
下
浜

二
）似
内
信
雄
56（
下
浜
二
）似

内
正
雄
62（
下
浜
二
）新
田
奈

保
美
46（
下
町
四
）二
宮
榮
子

53（
東
名
元
場
）二
宮
金
壽
79

（
東
名
元
場
）二
宮
と
く
ゑ
87

（
東
名
元
場
）二
宮
正
司
62（
東

名
新
場
）二

陽
子
76（
東
名

元
場
）二

よ
し
子
84（
東
名

元
場
）二
宮

子
72（
東
名
元

場
）二
瓶
さ
か
子
87（
上
納
）野

村
家
信
73（
上
浜
二
）野
村
か

よ
子
86（
上
浜
一
）野
村
政
則

61（
上
浜
一
）芳
賀
タ
キ
95（
新

町
）芳
賀
み
さ
を
73（
前
里
）橋

本
公
子
83（
亀
岡
西
）畠
山
す

づ

94（
東
名
新
場
）畠
山
俊

正
41（
柳
北
）花
坂
ひ
で
77（
東

名
新
場
）馬
場
登
美
子
68（
新

東
名
北
）早
坂
た
ま
子
81（
高

田
）早
坂
ゆ
き
子
73（
新
東
名

南
）林
ミ
サ
オ
78（
浜
須
賀
）原

田
一
郎
77（
上
浜
三
）原
田
美

代
子
70（
上
浜
三
）引
地
篤
人

1（
南
浦
宿
舎
）引
地
香
凛
3

（
南
浦
宿
舎
）引
地
巧
27（
南
浦

宿
舎
）菱
沼
愛
子
44（
平
岡
）日

野
彩
19（
東
名
新
場
）日
野
み

な
子
56（
横
沼
一
）日
野
實
77

（
下
浜
二
）日
野
利
喜
子
82（
関

の
内
一
）平
塚
葵
17（
洲
崎
）

平
塚
清
美
47（
東
名
新
場
）平

塚
す
さ
よ
75（
洲
崎
）平
塚
恒

晴
70（
亀
岡
西
）平
塚
ひ
さ
子

49（
新
町
）平
塚
洋
臣
67（
亀
岡

西
）平
塚
寛
61（
亀
岡
西
）藤
岡

千
代
一
63（
中
東
）藤
木
マ
サ

ノ
89（
東
名
新
場
）籘
田
賀
納

惠
96（
東
名
新
場
）藤
田
美
穂

子
68（
立
沼
）藤
野
隆
雄
84（
新

町
）藤
野
冨
美
子
68（
新
町
）

藤
原
榮
76（
亀
岡
東
）藤
原
淑

子
76（
亀
岡
東
）古
内
喜
美
子

56（
下
浜
一
）古
川
幸
栄
32（
東

名
新
場
）古
山
喜
一
59（
下
浜

一
）辺
見
渉
88（
立
沼
）星
達
也

52（
表
）星
亨
57（
南
一
）星
玲

子
56（
南
一
）星
川
芳
子
94（
関

の
内
三
）星
野
浩
70（
下
町
三
）

細
井
清
志
60（
亀
岡
西
）本
間

美
枝
子
60（
浜
市
）増
子
章
子

73（
新
東
名
南
）増
子
裕
之
32

（
下
浜
一
）松
澤
寛
二
68（
南
新

一
）松
下
俊
輔
41（
柳
西
）松
田

康
82（
下
浜
一
）松
本
昭
英
72

（
上
浜
一
）三
浦
き
く
江
76（
横

沼
東
）三
浦
清
71（
柳
北
）三
浦

孝
一
69（
往
還
下
）三
浦
順
子

52（
関
の
内
三
）三
浦
愼
二
83

（
東
名
新
場
）三
浦
伸
也
32（
下

町
四
）三
浦
た
か
子
81（
上
浜

二
）三
浦
と
き
子
85（
下
浜
二
）

三
浦
智
子
57（
亀
岡
南
）三
浦

政
記
71（
横
沼
東
）三
浦
政
次

83（
貝
田
）三
浦
優
子
70（
横
沼

東
）峯
田
涼
雅
0（
亀
岡
南
）宮

浦

喜
子
84（
上
浜
一
）都
澤

慶
仁
67（
亀
岡
南
）宮
里
あ
け

子
89（
新
東
名
南
）宮
里
可
代
89

（
東
名
新
場
）宮
守
清
84（
高
田
）

宮
守
実
62（
下
町
五
）村
上
真

也
26（
小
野
上
）村
上
隼
0（
川

下
）村
田
信
子
85（
浜
須
賀
）村

田
弘
76（
新
町
）村
田
滿
貴
子

73（
新
町
）茂
泉
清
治
75（
東
名

新
場
）森
羽
衣
3（
東
名
新
場
）

森
朱
羽
4（
東
名
新
場
）森
風

賀
13（
東
名
新
場
）森
龍
子
83

（
亀
岡
西
）森
谷
稲
子
63（
表
）

門
馬
繁
81（
新
東
名
南
）門
馬

吉
男
70（
里
南
）八
木
か
つ
子

81（
小
野
下
）八
木
清
輝
75（
大

塚
）八
木
珠
恵
22（
新
田
）八

木
や
す
子
90（
小
野
下
）安
井

さ
よ
62（
新
町
）山
形
千
代
子

86（
新
町
）山
形
久
男
92（
小

野
下
）山
形
政
美
66（
新
町
）山

形
佳
子
62（
新
町
）山
田
和
子

63（
亀
岡
南
）山
田
竜
雄
35（
亀

岡
南
）山
田
と
よ
子
86（
亀
岡

東
）山
田
と
よ
子
55（
上
浜
一
）

山
田
尚
70（
亀
岡
南
）山
根
澪

9（
南
四
）山
村
な

90（
東
名

新
場
）山
本
明
美
43（
亀
岡
南
）

山
本
け
さ
の
87（
東
名
新
場
）

山
本
恒
一
74（
亀
岡
南
）山
本

大
樹
21（
亀
岡
南
）山
家
美
紀

29（
関
の
内
二
）結
城
節
子
83

（
亀
岡
東
）横
田
か
つ
子
76（
新

町
）横
田
實
83（
新
町
）横
山
と

み
子
69（
川
下
）吉
木
す
ゑ
の

86（
根
古
）吉
田
舍
雄
81（
南

新
一
）吉
田
ち
よ
の
78（
亀
岡

南
）吉
田
敏
子
38（
南
緑
）米
倉

伊
勢
子
64（
浜
市
）米
倉
義
隆

67（
浜
市
）若
生
良
子
59（
亀
岡

南
）渡
邊
あ
い
子
64（
新
東
名

南
）渡
邊
き
ぬ
96（
東
名
新
場
）

渡
邊
き
み
子
67（
上
浜
一
）渡

邉
セ
イ
子
86（
東
名
新
場
）渡

邊
ち
ゑ
子
85（
亀
岡
西
）渡
邉

鐵
郎
83（
下
浜
一
）渡
邉
冨
夫

89（
東
名
新
場
）渡
邉
春
子
83

（
亀
岡
東
）渡
邊
政
男
70（
新
東

名
南
）渡
邊
美
月
2（
表
）渡
邉

實
65（
新
町
）渡
辺
恭
幸
41（
新

町
）渡
邉
勇
吾
80（
東
名
新
場
）



市報 ひがしまつしま（8）感謝の言葉

今回の震災で日本全国からの支援やボランティアなどの方々に､市民からの感謝の言葉を届けます。

感謝の言葉
ありがとうを伝えたい

●あたたかいご支援に感謝いたします。みんなで励ましあって生
　活しています。　　　 　小松避難所 大曲浜地区の奥さまたち
●大曲浜の自宅が津波で流されてしまいました。家はありません
　が､皆様のあたたかいご支援に感謝し､笑顔で仕事頑張っていま
　す。　　　　　　　　　　　　　 　東松島市大曲　雫石・伊藤
●壊滅状態の大曲浜地区に自宅がありました｡地震後すぐに家族 
　みんな避難し助かりました。家は土台しか残らず､全てを失っ
　てしまいましたが､皆様からの支援に励まされ､頑張っています｡

　　東松島市大曲　木村 さと子
●赤井地区の自宅が津波の被害にあいました。数日間は家族が
　別々の避難所で孤立し､子供たちが心配でとても辛い日々を過
　ごしていました。この度のあたたかいご支援に感謝いたします｡
　ありがとうございます｡　　　　　　東松島市赤井　千葉 ゆき
●家は流されたけど、生かされた命を大切にします｡頑張ります｡

　　東松島市大曲　及川

山形県、岐阜県、東京都、九州、東京玉川、
栃木県小山市岩渕さん、みなさん

　自宅敷地内に流入したヘドロ撤去のお手伝いを頂き大変あり
がとうございました。

　東松島市矢本字蜂谷前　菊地 雅信

山形のボランティアさん
　山形のボランティアさん6名が来た。全身泥。嫌な顔せずに一
生懸命。皆さんに力と心を感じました。また朝早く北上する県外
ナンバーとすれ違うと、思わず手を合わせ涙がでます。

　東松島市新東名　伊藤 まさ子

ボランティアの皆さんに感謝
　O.D義援隊の皆さん、山形大の皆さん有難う。皆さんの今後の
活躍を期待しています。

東松島市新東名 伊藤 洋壽

c.iさんへ
　ボランティアセンターでの活躍、東松島は好きだよの言葉あり
がとう。東京での夢の実現を願っています。

ｋ.tより

宮城県市名坂支店さん
　ダスキン災害復旧隊員の青沼恒平さん他2名の方でお手伝い
をいただき4月７日に私の家のハウスクリーニングをしていた
だきました。毎日家の中のヘドロ取りで大変でしたが、ダスキン
さんのおかげで現在は親類のおじさん夫婦も私の家で板の間で
すがいっしょに生活出来るようになりました。ほんとうにありが
とうございました。

　東松島市赤井字川前二152―10　南條 登喜子

山形県の須藤こうさん、益雄さんへ
　4月10日に、わざわざ自宅(牛網)に来てくださって、多大なお
見舞いありがとうございました。

 川下ひびき工業団地内仮設住宅　熱海 周雄・満喜子

全国の皆様、世界の皆様へ
　このたびの東日本大震災に際しましては、物心両面にわたり多
大なるご支援を賜り、誠にありがたく心から御礼申し上げます。
　震災直後から今日にいたるまで、全国各地から自治体職員の派
遣をはじめ、災害ボランティアなど数多くの人的ご支援、たくさ
んの支援物資を頂戴いたしました。また、千羽鶴や寄せ書き、手紙
など心温まる応援メッセージは、被災者の皆様をはじめ、全市民
に元気と勇気を与えていただきました。国内外から寄せられまし
た尊い義援金、寄付金は被災者支援及び本市復興のために、大切
に使わせていただきたいと存じます。ここにいたるまで、様々な
あたたかいご支援をいただきました関係皆様に、深く感謝申し上
げます。
　今回の震災が本市へ与えた影響は計り知れず、復興に向けての
道のりは長く、決して平坦なものではありません。
　しかし、私達は、一日も早く活気あふれる東松島市の姿を取り
戻すことが、皆様からのご支援に応える最大のご恩返しと考えま
す。復興に向けたまちづくりの推進に全力をあげて取り組んでま
いりますので、これからもご支援とご協力をお願いいたします。

東松島市長　阿部 秀保

大田区ボランティアの皆様
　大田区ボランティアの皆様のおかげでヘドロがかたずけられ私
達の居住区が見違えるようになりました。ありがとうございます。

　東松島市赤井南四区　末永 麟一

同級生の皆様
　心温まるお見舞い有難うございました。母を亡くして辛く悲し
い涙と沢山の人情を頂いて嬉し涙を流しました。

　東松島市小野字中央27の9　島田 和義

沖縄県うるま市の石原豊子さん宮崎綾子さん
　うるま市サーファーの方々沢山の支援物資ありがとうござい
ました。　　　　　　　　　　　　 東松島市矢本立沼 菅原 香織

※感謝の言葉に寄せられた方々のご意向を尊重し、原文のまま掲
　載しております。なお、紙面掲載において記載もれや誤字など
　がありましたら、ご容赦願います。
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守
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

2
つ
目
は
、

「
地
域
の
特
性
」

の
重
視
で
す
。

津
波
に
よ
り
家

屋
の
流
失
、
全

壊
な
ど
の
大
き

な
被
害
を
受
け

た
地
区
に
お
け

る
生
活
の
再
建

が
可
能
に
な
る

よ
う
、
宮
戸
か

ら
大
曲
に
至
る

そ
れ
ぞ
れ
の
沿

岸
地
区
の
特
性

や
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
意

向
な
ど
に
配
慮

し
た
土
地
利
用

を
基
本
と
し
、

地
域
特
性
に
応

じ
た
復
興
を
目

指
す
も
の
で

す
。

復興まちづくり構想図案

断面図（野蒜地区イメージ）

消波ブロック

防潮護岸（第1次防潮） 嵩上げ道路（第2次防潮） 嵩上げ道路（第3次防潮）

東名運河

市街地（学校・公共施設等）

既存農地など

海岸防災林等

断面図（矢本地区イメージ）

消波ブロック

防潮護岸（第1次防潮） 嵩上げ道路（第2次防潮） 嵩上げ道路（第3次防潮）

北上運河

市街地

既存農地など

海岸防災林等

鳴瀬奥松島I.C.

東松島市：復興まちづくり構想図案

移転候補地移転候補地

移転候補地

避難道路 避難道路
避難道路

避難道路

移転候補地 移転候補地

移転候補地

陸前赤井駅東矢本駅矢本駅
JR仙石線

鹿妻駅陸前小野駅

東名駅

漁村集落復興
（背後高台移転想定）

エリア

漁村集落復興
（背後高台移転想定）

エリア
月浜地区 大浜地区

室浜地区里浜地区

漁村集落復旧エリア
（緊急整備含む）
漁村集落復旧エリア
（緊急整備含む）

東名：
漁村集落復興
（移転想定）
エリア

東名：
漁村集落復興
（移転想定）
エリア

野蒜：市街地復興
（移転想定）エリア
野蒜：市街地復興
（移転想定）エリア

立沼：農村集落復興
（現地・移転併用想定）エリア

立沼：農村集落復興
（現地・移転併用想定）エリア

浜須賀：
市街地近郊集落復興
（現地・移転併用想定）

エリア

浜須賀：
市街地近郊集落復興
（現地・移転併用想定）

エリア

大曲浜：市街地復興（移転想定）エリア大曲浜：市街地復興（移転想定）エリア

航空自衛隊
松島基地

北上運河北上運河

牛網：農村集落復興
（現地・移転併用想定）

エリア

牛網：農村集落復興
（現地・移転併用想定）

エリア
浜市：

農・漁村集落復興
（現地・移転併用想定）

エリア

浜市：
農・漁村集落復興

（現地・移転併用想定）
エリア

野蒜：市街地復興
（現地復興想定）エリア

防潮
堤（第

1次防
潮）

防潮
堤（第

1次防
潮）

嵩上
げ道
路（第

2次防
潮）

嵩上
げ道
路（第

2次防
潮）

防潮堤（第1次防潮）防潮堤（第1次防潮）

太平洋太平洋

嵩上げ道路（第2次防潮）嵩上げ道路（第2次防潮）

嵩上げ道路（第3次防潮）嵩上げ道路（第3次防潮）

嵩上げ道路（第3次防潮）嵩上げ道路（第3次防潮）

東名運河東名運河

市立鳴瀬第二中学校
（移転想定）

市立鳴瀬第二中学校
（移転想定）

市立野蒜小学校
（移転想定）
市立野蒜小学校
（移転想定）

市立浜市小学校
（移転想定）
市立浜市小学校
（移転想定）

新東名駅

野蒜駅

新野蒜駅

R45

鳴
瀬
川

定
川

鳴
瀬
川

定
川

農地
農地

石巻港I.C.矢本I.C.矢本PA
三陸自動車道

嵩上げ道路（
第
３
次
防
潮
）

嵩上げ道路（
第
３
次
防
潮
）

復
興
ま
ち
づ
く
り
構
想
図
案
作
成

　
市
で
は
、
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
と
被
災
に
遭
わ
れ
た
方
々
の
集
団
移
転
な
ど
を
検
討
す
る
た
め

「
復
興
ま
ち
づ
く
り
構
想
図
案
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
構
想
図
案
は
、
被
災
し
た
方
々
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
「
安
全
な
地
域
へ
の
移
転
」
に
対
す
る
要
望
や
「
津
波
の
危
険
を
常
に
感
じ
な
が
ら

生
活
は
し
た
く
な
い
」
と
い
っ
た
声
な
ど
を
も
と
に
市
役
所
内
で
土
地
利
用
調
整
チ
ー
ム
を
結
成

し
、
復
興
の
土
地
利
用
構
想
に
つ
い
て
図
示
し
た
も
の
で
す
。
今
回
示
し
た
図
案
は
、
た
た
き
台

と
し
て
、
今
後
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
集
約
し
な
が
ら
、
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
本
市
の
復
興
土
地
利
用
構
想

は
、
2
つ
の
基
本
な
考
え
方
を

基
に
作
成
。
1
つ
は
、「
災
害

か
ら
人
命
を
守
る
」
こ
と
を
最

重
視
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
震

災
で
堅
固
な
防
御
施
設
を
整
備

し
て
も
完
璧
な
津
波
防
御
は
困

難
な
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
津
波
の
衝
撃
や

速
度
を
弱
め
る
手
段
を
講
じ
、

適
切
な
避
難
場
所
、
避
難
路
を

確
保
し
、
人
命
を
最
優
先
し
て

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る

現
時
点
の
構
想
を
紹
介
し
ま

す
。大
曲
浜
地
区
の
住
居
系
は
、

浜
地
区
外
へ
の
移
転
を
基
本
と

し
、
地
区
内
へ
の
残
留
は
例
外

的
な
ケ
ー
ス
に
限
り
認
め
る
形

で
、
安
全
性
の
確
保
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
移
転
先
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
の
観
点
か
ら

集
団
的
な
移
転
の
推
進
を
目
指

し
ま
す
。

　
移
転
跡
地
の
活
用
は
、
石
巻

工
業
港
と
連
担
す
る
地
区
と
し

て
工
業
地
や
矢
本
海
浜
緑
地
の

拡
大
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
用
地
な
ど
の
活

用
を
視
野
に
入
れ
、
多
方
面
か

ら
検
討
し
ま
す
。

　
生
業
に
よ
り
地
区
内
に
残
る

施
設
は
可
能
な
限
り
集
約
し
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
強
固

な
構
造
物
で
の
整
備
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
緊
急
時
の
避
難

施
設
と
し
て
高
さ
10
ｍ
以
上
の

工
作
物
の
整
備
計
画
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た
方

の
う
ち
、
新
た
に
住
宅
を
建
設

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め

に
は
、
災
害
復
興
公
営
住
宅
な

ど
の
住
宅
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
野
蒜
地
区
で
は
、
東
名
運
河

以
南
は
市
街
地
、
集
落
の
移
転

を
原
則
と
し
、
北
側
丘
陵
地
に

移
転
用
地
の
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
大
曲
浜
地
区
と
同

様
、
災
害
復
興
公
営
住
宅
の
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
移
転
跡
地
は
都
市
公
園
や
農

業
的
土
地
利
用
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
用
地
な
ど
多
方
面
か
ら
の

検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
緊

急
時
の
避
難
施
設
の
適
切
な
整

備
計
画
を
推
進
し
ま
す
。
東
名

運
河
か
ら
北
側
の
地
域
は
、
東

名
運
河
北
岸
に
津
波
の
衝
撃
を

大
幅
に
軽
減
で
き
る
内
陸
型
堤

防
の
整
備
計
画
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
JR
仙
石
線
の
移
設
復
興

と
合
わ
せ
て
地
区
内
の
道
路
を

再
整
備
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
市
街
地
か
ら
の
一
時
避

難
場
所
を
背
後
丘
陵
地
に
確
保

し
、
接
続
道
路
や
歩
行
者
専
用

道
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
浜
須
賀
、立
沼
、弘
法
、牛
網
、

浜
市
地
区
内
で
は
生
業（
農
・

漁
業
）の
継
続
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、現
存
公
共
施
設

（
学
校
等
）の
活
用
も
含
め
一
時

避
難
施
設
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、一
時
避
難
施
設
に
至

る
避
難
路
の
整
備
を
推
進
し
ま

す
。ま
た
、集
落
を
守
る
嵩
上
げ

道
路
を
計
画
整
備
し
ま
す
。地

区
外
移
転
へ
の
希
望
に
対
し
て

は
、市
域
の
近
隣
集
落
地
域
で

の
宅
地
造
成
や
災
害
復
興
公
営

住
宅
等
で
の
受
け
入
れ
対
応
を

行
い
ま
す
。

　
宮
戸
地
区
沿
岸
部
に
つ
い
て

は
、
漁
港
、
海
水
浴
場
の
機
能

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
防
波
堤

な
ど
の
海
岸
保
全
施
設
を
補
強

整
備
し
ま
す
。
低
地
部
に
お
い

て
は
、
背
後
の
高
台
へ
の
避
難

ル
ー
ト
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
低
地
部
か
ら
一
時
避

難
地
へ
の
道
を
整
え
、
被
災
者

基
本
的
な
考
え
方

大
曲
浜
地
区

野
蒜
地
区

宮
戸
地
区

浜
須
賀
、
立
沼
、
弘
法
、

牛
網
、
浜
市
地
区

項目内容 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月
回数 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

組
織

震災復興本部 随時 立上げ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 3 月まで 10 回

復興まちづくり計画有識者委員会 ４回 第 1 回 
6/28 第２回 第３回 第４回

復興まちづくり計画ワーキングチーム 随時 準備会
5/30

①
6/13

②
7/4 ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

土地利用調整チーム 随時 ③ ④⑤ ⑥ ⑦⑧⑨ 報告 ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱

策
定
検
討
内
容

①計画フレームの検討
　■目的・コンセプト・目標年次・構成
②被災状況の把握・整理
③市民アンケートの検討・実施 検討 実施 まとめ
④分野別課題・基本方針の検討
例■安全安心のまちづくり
　■活力ある産業・経済づくり
　■自治と支え合いのコミュニティづくり
⑤地区懇談会 / 市民ヒアリング ８地区 地区懇談会 まとめ
⑥主要事業の検討
　■事業内容・主体・期間
⑦復興まちづくり計画素案策定（一次）

意
見
収
集
・

調
整

⑧庁内調整 / 県等計画との調整
⑨復興まちづくり懇談会 <8 地区役員等 > 実施 実施 実施 まとめ
⑩パブリックコメント 意見募集 まとめ
⑪復興まちづくり計画案策定（二次）

説明 ⑫議会説明 計画案
⑬最終復興まちづくり計画（三次） 決定

反映

反映

反映

方針・事業素案

反映

 東松島市復興まちづくり計画策定スケジュール

向
け
災
害
復
興
公
営
住
宅
の
建

設
を
推
進
し
ま
す
。

　
本
市
で
は
震
災
か
ら
百
日
目

に
開
催
さ
れ
た
慰
霊
祭
を
一
つ

の
区
切
り
と
し
、
翌
日
の
6
月

19
日
に
市
長
を
本
部
長
と
す
る

「
市
震
災
復
興
本
部
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
本
部
の
体
制
は
、
行

方
不
明
者
の
捜
索
活
動
を
継
続

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
災
害
対
策
」も
継
続
す
る
中
で
、

震
災
の
復
興
を
推
進
す
る
本
部

の
体
制
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
庁
内
の
体
制
に
つ
い

て
も
、
従
前
の
被
災
者
支
援
体

制
に
加
え
、
7
月
を
目
途
に
庁

内
に
「
復
興
の
政
策
・
調
整
を

担
う
部
局
」
を
設
置
し
、
復
興

に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
加

速
さ
せ
、
震
災
か
ら
の
早
期
復

興
を
推
進
し
ま
す
。

■
問　
震
災
復
興
準
備
室

　
☎
内
線
１
２
４
０

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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浜市(小野)小学校

City view!

がんばろう！東松島

▶
熊
本
県
在
住
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

　

進し
ん
ど
う
ひ
さ
あ
き

藤
久
明
さ
ん
が
、子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た

　
（
6
月
15
日
、市
図
書
館
）

▶
山
形
県
東
根
市
が
宮
戸
小
学
校
の
児
童
た
ち
を
、

　
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
体
験
に
招
待
し
ま
し
た

　
（
6
月
16
日
、東
根
市・神
町
観
光
果
樹
園
）

▶
東
根
市
で
開
催
さ
れ
た
震
災
復
興
支
援
さ
く
ら
ん
ぼ

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
、木
村
教
育
長
が
表
敬
訪
問
。東

　

松
島
市
へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
箱
が
設
置
さ
れ
て

　
い
ま
し
た（
6
月
12
日
、山
形
県
東
根
市
）

　デンマークのフレデリック皇太子が訪れ、市内の子ども
　たちと交流を深めましました（6月14日）

◀
㈱
ピ
ー
チ
ジ
ョ
ン
の
野の

ぐ
ち口

美み

か佳
さ
ん（
右
）よ
り

　
同
社
所
有
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
１
台
が
寄
贈
さ
れ

　
ま
し
た（
6
月
12
日
）

浜市(小野)小学校

赤井南保育所

◀
公
益
社
団
法
人
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・

　

ジ
ャ
パ
ン
と
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア 

フ
ァ

　
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
は
7
月
中
旬
ま
で
の
毎
週
金
曜

　

日
に
、市
内
小
・
中
学
校
の
学
校
給
食
を
支
援

　
し
て
い
ま
す（
6
月
17
日
、赤
井
南
小
学
校
）　

▲民謡歌手 岩
い わ い

井きよ子さん（左）より義援金の
　贈呈目録が手渡されました（6月12日）

▲義足で全国を行
あんぎゃ

脚している住職
　道

どうじゅんゆうき
順雄喜さん（福島県会津若松

　市在住）より、絵画「祈り」が寄贈
　されました（5月9日に来市、市
　営墓地焼香所に掲示）

デンマークから王子さまがやってきた !!
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みんなの心と力をひとつに

▲デヴィ・スカルノさんと俳優の谷
た に は や と

隼人さん（右）が、洋服などの支援
　物資を持って避難所を訪れました（6月18日、小野市民センター）

◀
人
材
派
遣
会
社
の（
株
）パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ（
本
社 

東
京
都
）の

　
社
員
の
み
な
さ
ん
が
、野
蒜
小
の
児
童
と
と
も
に
、ヒ
マ
ワ
リ

　
の
苗
４
０
０
株
を
植
え
ま
し
た（
6
月
17
日
、ケ
ア
ハ
ウ
ス
は

　
ま
な
す
の
里
敷
地
内（
鳴
瀬
庁
舎
北
側
）の
仮
設
校
庭
）

◀
平
成
の
大
横
綱 

白は
く
ほ
う鵬（

右
）が
訪
れ
、被
災
者
を
励
ま
し
ま
し
た
。

　
宮
城
野
部
屋
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ち
ゃ
ん
こ
鍋
の
炊
き
出
し
も
行
わ
れ

　
ま
し
た（
6
月
18
日
、小
野
市
民
セ
ン
タ
ー
）

▲ミノワマン・曙
あけぼの

・ジャガー横田・ダンプ松本選手ら総合格闘技、女子プロレス選手が復興イベントを開催。
　記念写真にも気軽に応えていました(6月18日、ロックタウン矢本駐車場内特設リング)

▲100歳を迎えた矢本の八
や は た

幡キヨさん（右）に特
　別敬老祝金が贈られました（6月17日、石巻市
　第二恵仁ホーム）

▲100歳を迎えた赤井の土井ようさん（左）に特
　別敬老祝金が贈られました（6月11日）

▼「みんなの復興市」（ＮＰＯ法人東松島まちづくり応援団主催）
　では、被災した市民を支援しようと、古着の無料配布やボラン
　ティアによる炊き出しが行われました
　（6月19日、あったかいホール）

100
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▶
東
京
や
名
古
屋
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、横
沼
地
区
で
復
興
餅
つ

　
き
大
会
を
開
き
、住
民
を
元
気
づ
け
ま
し
た（
6
月
12
日
、横
沼
地
区

　
ミ
ニ
公
園
）



市報 ひがしまつしま（12）

インタビュー

　
市
内
全
域
を
運
行
す
る
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー「
ら
く
ら
く
号
」

は
、6
月
1
日
か
ら
業
務
を
再

開
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
利
用

さ
れ
て
い
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、

新
規
で
の
登
録
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。自
宅
か
ら
目
的
地
ま

で
、手
ご
ろ
な
料
金
で

送
迎
し
て
く
れ
る
便

利
な
サ
ー
ビ
ス
を
、気

軽
に
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ら
く
ら
く
号
は
、公

共
交
通
機
関
が
な
く
移

動
が
不
便
な
地
域
の
方

や
、移
動
手
段
が
な
い
方

の
問
題
解
消
を
目
指
し

て
、平
成
21
年
7
月
に
導

入
さ
れ
ま
し
た
。昨
年
10

月
に
は
乗
車
人
数
3
万
人

を
突
破
。高
齢
者
を
中
心
に
、通

院
や
買
い
物
な
ど
の
市
民
の

〝
足
〟と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
震
災
前
は
1
時
間
に
2
便
の

運
行
で
し
た
が
、現
在
の
道
路

状
況
か
ら
当
面
1
時
間
1
便
に

な
り
ま
す
。ま
た
、立
沼
、牛
網

の
一
部
と
大
曲
浜
、浜
市
、野

蒜・東
名・新
東
名・大
塚
、宮
戸

の
各
地
区
は
運
行
禁
止
エ
リ
ア

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、注
意

く
だ
さ
い
。な
お
、土・日・祝
日

は
運
休
に
な
り
ま
す
。

　

利
用
方
法
は
、事
前
に
予
約

セ
ン
タ
ー
に
電
話
し
、①
利
用

者
の
氏
名
と
電
話
番
号
、②
利

用
日
時
と
時
間
帯
、③
出
発
地

と
目
的
地
、④
帰
り
の
予
約
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
ム
ー
ズ
な
配
車
手
続
き
の

た
め
、予
約
は
利
用
の
30
分
以

上
前
に
、朝
8
時
台
の
予
約
は

前
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
も
、30
分

以
上
前
に
必
ず
連
絡
を
し
て
く

　

仮
設
住
宅
団
地
と
市
街
地
、

病
院
を
つ
な
ぐ
臨
時
循
環
バ
ス

も
運
行
中
で
す
。運
賃
は
無
料

で
、被
災
し
て
い
な
く
て
も
、市

内
に
住
む
人
な
ら
誰
で
も
利
用

で
き
ま
す
。た
だ
し
、土・日・祝

日
は
運
休
に
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

バ
ス
停
で
す
が
、市
報
6
月

1
日
号
の
お
知
ら
せ
か
ら
変

更
に
な
っ
た
場
所
が
あ
り
ま

す
。市
役
所
前
が
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー
前
に
、フ
リ
ー
区
間
と

し
て
い
た
、ひ
び
き
工
業
団
地

は
、川
下
公
民
館
入
口
の
防
火

水
槽
前
と
㈱
タ
ッ
グ
前
の
消
火

栓
前
の
2
カ
所
を
設
け
ま
し
た

午 前 便
1便  8:15
2便  9:15
3便 10:15
4便 11:15

午 後 便
5便 13:15
6便 14:15
7便 15:15
8便 16:15

ら
く
ら
く
号 

時
刻
表

【
午
前
】西
循
環

停 留 所 時 間 時 間 時 間
①グリーンタウン矢本 8:45 10:30 12:00
②ひびき工業団地 9:00 10:45
③鳴瀬庁舎 9:10 10:55
④真壁病院前 9:20 11:05
⑤ロックタウン前 9:30 11:15
⑥保健相談センター前 9:35 11:20
⑦ヨークベニマル前 9:40 11:25
⑧仙石病院前 9:55 11:40

【
午
後
】東
循
環

停 留 所 時 間 時 間 時 間
①グリーンタウン矢本 13:30 14:55 16:30
⑧仙石病院前 13:50 15:15
⑦ヨークベニマル前 14:05 15:35
⑥保健相談センター前 14:10 15:40
⑤ロックタウン前 14:15 15:45
④真壁病院前 14:25 15:55
③鳴瀬庁舎 14:35 16:05
②ひびき工業団地 14:45 16:15

バ ス 停 乗 降 位 置
西 循 環 東 循 環

①グリーンタウン矢本 ㈱佐浦側（コカコーラ自販機前） ㈱佐浦側（コカコーラ自販機前）

②ひびき工業団地 川下公民館前の防火水槽前 ※
㈱タッグ前の消火栓前 ※

川下公民館前の防火水槽前 ※
㈱タッグ前の消火栓前 ※

③鳴瀬庁舎 鳴瀬庁舎前（バス停跡） 鳴瀬庁舎前（バス停跡）
④真壁病院 真壁病院前 ※ 真壁病院前 ※
⑤ロックタウン前 王水側市道 ※ サンクス側市道 ※
⑥市役所裏 保健相談センター前 庁舎裏側
⑦ヨークベニマル前 ヨークベニマル国道側駐車場 ヨークベニマル国道側駐車場
⑧仙石病院前 仙石病院前市道 仙石病院前市道
※乗降位置は変更となる場合があります。交通状況により遅れる場合があります。②ひびき工業団地、　
④真壁病院、⑤ロックタウン前、⑥市役所→保健相談センター前の乗降位置が変更となりました。

三
陸
自
動
車
道

④
仮設住宅

東松島市学校給食
センター予定地

防火水槽前バス停

至
Ｒ
45

※ひびき工業団地 川下公民館前の防火水槽前

※ひびき工業団地 ㈱タッグ前の消火栓前

消火栓前バス停

①
仮設住宅

③

①②駐車場

②
仮設住宅

大倉工業㈱
松島工場

㈱
タ
ッ
グ

　

事
務
所

ネ
ク
ス
ト
・

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

ネ
ク
ス
ト
・

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

鹿島神社

川下公民館

至
Ｒ
45

臨
時
循
環
バ
ス

（
※
右
図
）。ま
た
鹿
妻
地
区
セ

ン
タ
ー
前
と
し
て
い
た
真
壁
病

院
は
同
病
院
前
、マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
矢
本
店
前
駐
車
場
と
し
て

い
た
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
は
、午
前

便
が
王
水
側
市
道
、午
後
便
は

サ
ン
ク
ス
側
市
道
に
そ
れ
ぞ
れ

変
更
に
な
り
ま
し
た
。時
刻
表

も
午
後
便
の
一
部
が
変
わ
っ
て

い
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
表
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。時
間
は

交
通
状
況
に
よ
り
遅
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
問　

企
画
政
策
課
企
画
政

　
策
班　
☎
内
線
１
２
３
２
～

　
１
２
３
４

だ
さ
い
。予
約
状
況
に
よ
っ
て
、

待
ち
時
間
や
到
着
時
間
は
変
わ

り
ま
す
の
で
、時
間
に
は
余
裕

を
も
っ
て
利
用
く
だ
さ
い
。

　
料
金
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
大

人
300
円
、小
学
生
100
円
。乗
車
券

は
車
内
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
方
で
し
た
ら
、登
録
す

臨
時
循
環
バ
ス

まちの情報広場

「
ら
く
ら
く
号
」と「
臨
時
循
環
バ
ス
」ご
利
用
く
だ
さ
い

ら
く
ら
く
号

ご利
用くだ

さい！

れ
ば
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま

す
が
、独
り
で
乗
り
降
り
で
き

な
い
方
は
付
き
添
い
の
方
と
一

緒
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。そ

の
際
は
、付
き
添
い
の
方
の
予

約
も
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
ら
く
ら
く
号
の
登
録・予
約

　

デ
マ
ン
ド
交
通
予
約
セ
ン

　
タ
ー　
☎
84
‐
１
５
１
５

■
問　

企
画
政
策
課
企
画
政

　
策
班　
☎
内
線
１
２
３
２
～

　
１
２
３
４

　震災以来ずっと、「らくらく号」の運
行再開を待ち望んでいました。サービ
スが始まった２年前から利用していま
す。病院へ行くのも買い物へ行くのも、
いつもらくらく号。300円で乗せても
らえるなんて、本当にありがたいです。
運転手さんもみんな親切ですし、大曲浜にいた時は、顔見
知りの人たちとの世間話も楽しかったですよ。
　震災で仮設住宅に入ることになりましたが、これから
もらくらく号を存分に活用させてもらいたいです。

佐
さ と う

藤 光
み つ こ

子さん

　らくらく号がスタートした２年前か
ら運転手を務めさせてもらっていま
す。ご利用される方は高齢者が多いの
で、安心して乗車していただけるよう、
ゆっくり〝マイペース運転〟を心がけて
います。中には、ちゃんと目的地に着く

のかと不安になる方もおられますので、そんな時は「大
丈夫ですよ」と声を掛けると安心してもらえるようです。
　このらくらく号で、市民の皆さんと接し合う毎日がと
ても充実しています。これからもドライバーの責任とし
て、安心安全の運転を心掛けていきたいと思います。

馬
ば ば

場 正
まさよし

義さん

待ってま～す！
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まちの情報広場 問い合わせ　東松島市役所  ☎82-1111

　家屋・工作物等の解体撤去を申請した方は、解体撤去日の前日まで次の支障物
などは解体撤去に支障ないように整理をしてください。解体撤去・がれき類撤去
日および解体業者の決定は、後日、市建設業協会から連絡しますのでお待ちくだ
さい。
①電力設備（引込線・計器・ブレーカー）の撤去の申し込み…電話で、解体前に東
　北電力コールセンター（☎0120-175-266）に、必ず連絡してください
②水道の中止…電話で、解体前に石巻地方広域水道企業団西部管理事務所（☎
　83-2274）に、必ず連絡してください
③浄化槽および汲

く
み取り便所…解体前に東松島市の許可業者に依頼して必ず汲

く

　み取ってください（汲み取り費用は申請者負担）
④ガス…解体前にガスボンベなどを必ず撤去してください（ボンベの撤去や料
　金などは取引先に確認してください）
⑤神棚・仏壇・井戸・お宮の解体撤去…御

お は ら
祓いする場合は、解体前に行ってくださ

　い（御
お は ら

祓いなどにかかる費用は申請者負担）
⑥電話線引込み線などの撤去…解体撤去を請負った業者が解体日に撤去します
⑦下水道の宅内枡

ます
と公共枡の切り離し…解体撤去を請負った業者が解体日に切

　り離して公共枡の内側でキャップ止めします
■問　環境課環境班　☎内線1153・1155・1156

　家屋・工作物等の解体撤去・がれき類撤去の申し込みの際の注意

　住宅応急修理制度は、自らの資力で被災した住宅の修理を行うことのできな
い方を対象に、申請に基づいて、市が対象住宅の応急修理を行います。
　当制度は、被災した居住地に住民票を有している者を対象としておりました
が、下記の居住実態を証明することにより、実際の居住地と住民票での住所が異
なる世帯についても対象になりました。
■受付開始　7月1日（金）～ （土・日曜日、祝日は除く）
■受付場所　市役所1階　101会議室
■居住実態の証明に必要なもの
　① 行政区長または民生委員による証明書
　② 電気・水道・電話料などの領収書

　住宅の応急修理制度は、全壊・大規模半壊・半壊（半壊の場合、所得制限
あり）した世帯に対し、一世帯当たり52万円以内の限度額で、市が業者に
依頼し、居室・炊事場・便所などの日常生活に欠かせない部分の応急修理
を行います。申請には、り災証明書と印鑑（拇印でも可）が必要です。
　なお、この制度と応急仮設住宅への入居（民間賃貸住宅への入居も含
む）を、合わせて利用することはできません。

■問　震災復旧対策室　☎内線1422～1425

　住宅応急修理制度における住所が住民票と異なる世帯への特例措置

お知らせ 東北地方が梅雨入り～大雨・長雨による浸水や冠水・土砂災害、河川堤防の決壊の発生に注意を

　平成22年４月１日から平成23年３月31日までに、東松島市に請求がありま
した情報公開および個人情報の公開について、次のとおり公表します。
○行政文書の開示請求

実施機関 請求者数
（人）

行政文書 
件数（件）

決定区分等（件） 決定に対する 
不服申立て 
件数（件）

開示 非開示 不存在開示 部分開示
市長部局 2 5 2 2 0 1 0
議会事務局 0 0 0 0 0 0 0
教育委員会部局等 0 0 0 0 0 0 0

○個人情報の開示請求

実施機関 請求者数
（人）

個人情報
件数（件）

決定区分等（件） 決定に対する
不服申立て 
件数（件）

開示 非開示 不存在開示 部分開示
市長部局 1 1 0 1 0 0 0
議会事務局 0 0 0 0 0 0 0
教育委員会部局等 0 0 0 0 0 0 0

■問　総務課秘書広報班　☎内線1212

　平成22年度開示分　情報公開状況報告

　震災により被災された方で、次に該当する方が介護保険サービスを利用した
場合の利用者負担額および食費・居住費を免除し、被災者の経済的負担を軽減し
ます。
■免除対象者　1．震災時の住家が全壊・半壊の被災を受けた方
　2．主たる生計維持者が死亡・行方不明または重い傷病を負った方
　3．震災により主たる生計維持者が業務を廃止・休止、または失職し現在収入
　がない場合
■免除となる費用の内容　①介護保険サービスを利用した場合の介護保険利用
　者負担額　②特別養護老人ホーム、介護老人保険施設やショートステイ利用
　の際の食費・居住費
■申請受付窓口・期間　福祉課介護保険班　7月1日（金）から　月曜～土曜日の
　9時～17時
■必要なもの　①印鑑　②介護保険被保険者証　③介護保険負担限度額認定証
　（交付されている方のみ）　④り災証明書、死亡診断書（死体検案書）、診断書、
　廃業届、休止届、離職証明、退職証明など免除事由を確認できる書類
※既に利用者負担金を支払われた場合は、領収書・預金通帳など口座番号を確認
　できるもの
■問　福祉課介護保険班　☎内線1197・1194

　震災による介護保険利用者負担金の免除申請受付

～東松島市はいつまでもこれからも魅力的なふるさとであり続けます～
　平成22年度ふるさと納税寄附では、全国の皆さんから東松島市を応援し
ていただき、誠にありがとうございます。また、東日本大震災の発生後から

「東松島市を応援したい」という思いから、ふるさと納税寄附をしていただ
いた方も多く、とても心強く感じています。皆さんからの貴重な寄附を適切
に管理し、今後の事業に役立てていきます。
●基金による適正な管理と運用（東松島市が掲げる5つの事業）
　『ふるさと東松島市まちづくり寄附条例』において、皆様からいただいた
寄附金を条例で定めた「東松島市ふるさと基金」として適正に管理運用し、
本市の魅力あるまちづくりの財源として有効に活用するために、5つの事
業を定めています。寄附納入者は寄附する際に、寄附金の使い道について5
つの事業の中から選ぶことができます。そして、基金が一定の金額まで積み
立てられた時点で、ご寄附いただいた皆様の思いを形にするため、事業を決
定し実施いたします。
●平成22年度の寄附の状況　平成22年度に寄附された寄附金の事業別・
　都道府県別の状況は次のとおりです
　寄附件数 235件　寄附金総額 11,661,100円
◎事業別
　①安心してふるさとで暮らせる福祉に関する事業 5,115,000円
　②子どもを健やかに育む環境づくりに関する事業 5,358,100円
　③安全で安心して暮らせる防災環境の整備に関する事業 15,000円
　④自然環境の保全や再生に関する事業 373,000円
　⑤産業の活性化に関する事業 278,000円
　　その他事業の指定がなく、市長の判断に委ねられるもの 522,000円
◎都道府県別（上位の都府県を紹介）
　1位 東京都 86件、2位 神奈川県 30件、同数3位 大阪府・埼玉県・愛知県 16件

●寄附をいただいた方からの応援メッセージ
　平成22年度にふるさと納税制度に協力いただいた方々からの応援メッ
セージの一部を紹介します。
　 「東松島市がんばれ！私も応援します」
　 「何度か東松島市を訪れたことがあります。少額ですが、

美しい自然環境保護に役立てていただければと思います」 　
　 「地震、津波、お見舞申し上げます。皆様の明るい未来を祈っております」
　この他にも、たくさんの温かいメッセージをいただきました。皆さん、あ
りがとうございました。
■問　行政経営課行政経営班　☎内線1228

平成22年度ふるさと納税制度寄附状況の公表

ふるさと東松島の
「復興と創生」のために
活用させていただきます！
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問い合わせ　東松島市役所  ☎82-1111

　東日本大震災からの復興を最優先と位置づけ、予算の見直しを行い本事業を
縮小することになりました。地震発生の3月11日以前に工事が完了した方のみ
本事業の対象となります。市民および施工業者の皆さんには迷惑をおかけしま
すが、ご理解ください。詳しくは問い合わせください。
■対象　国の「住宅版エコポイント制度」に基づきポイントが発行された自ら
　が所有する一戸建ての住宅
■補助対象工事期間　次に定める期間内に工事着工し、かつ平成23年3月11日
　までに工事完了した方
　●エコ住宅新築　平成21年12月8日～平成23年3月11日
　●エコ住宅リフォーム　平成22年1月1日～平成23年3月11日
■申請に必要なもの
　①国の住宅版エコポイント制度の申請書の写し
　②国のポイント通知はがきの写し
　③工事施工者又は販売業者が発行する領収書の写し
　④契約書を取り交わした場合は契約書類の写し
　⑤住民票（申請日前3カ月以内に取得したもの）
　⑥納税証明書　
■問・申し込み　建設課建築営繕班　☎内線2253

　エコ住宅普及促進事業の縮小
　3月11日発生の東日本大震災により、上下水道施設も被災して一時使用不能
になりました。その復旧にも時間を要して、皆様にはご不便をおかけしました。
　つきましては、下記のとおり５月請求分も全額減免といたしますので、お知ら
せします。

請求
月 使用期間 対象（家屋罹災程

度）
上水道および下水道料金

基本料分 追加(従量)分

4月分  2月8日～3月7日 ①全壊～半壊等 ・全額減免
②上記を除く使用者 ・通常どおり徴収

5月分  3月8日～4月14日 ①全壊～半壊等 ・全額減免
②上記を除く使用者 減免⇒全額減免 半額徴収⇒全額減免

6月分  4月15日～5月7日 ・全ての使用者 ・減免 ・通常どおり徴収
※震災後のガレキ･ヘドロの撤去清掃洗浄などで大量に水道水を使用した場合
　は、下水道使用量算定の相談に応じますので、連絡してください。
■問　下水道課経営班　☎内線2232～2234

　大震災に係る東松島市下水道使用料特別措置

　現在の応急仮設住宅の建設および入居計画は下記のとおりです。第１次・
第２次の申込み者は、７月末を目標に入居を行います。
　なお、申込者に対して建設戸数が不足した場合、追加し建設を行う計画です。

建　設　地
入居可能世帯数

入居状況
入居予定合計 1人用 2～3人

用
4人以上

用
グリーンタウンやもと 277 51 175 51 入居済
ひびき工業団地 234 50 137 47 入居済
矢本運動公園 371 82 219 70 入居済
小野地区内の公園

（３か所） 52 11 31 10 入居済

根古地区センター隣接 47 0 47 0 入居済
赤井中央公園 29 6 20 3 入居済
矢本運動公園 22 4 15 3 7月上旬
赤井小第二校庭 20 0 20 0 7月上旬
上区ふれあい公園 22 0 22 0 7月上旬
下区公園 16 0 16 0 7月上旬
大曲堰の内南地区 32 0 32 0 7月上旬
矢本三間堀地区 9 0 9 0 7月上旬
グリーンタウンやもと 300 59 181 60 7月中旬
上下堤上北谷地地区 55 12 31 12 7月中旬
宮戸地区（月浜） 34 2 16 16 7月中旬
宮戸地区（宮戸小学校） 29 2 18 9 7月中旬
宮戸地区（室浜） 28 0 20 8 7月下旬

　応急仮設住宅の建設および入居計画

　「木造住宅の耐震診断・耐震改修工事助成事業」および「危険ブロック塀等除
却事業」の受付を開始します。詳しくは建設課まで問い合わせください。
1.木造住宅耐震診断助成事業
　旧耐震構造基準（昭和56年5月31日以前）に建築された木造住宅が対象です。
　昭和56年に建築基準法の大幅な改正が行われ、建物の耐震基準が強化されま
した。それ以前に建築された木造住宅は大きな地震の際に倒壊する恐れがあり
ます。耐震診断を受けて住まいの安全性を確かめることが大切です。
■標準的な自己負担額　8,000円
■募集期間　7月4日（月）～12月16日（金）
2.木造住宅耐震改修工事助成事業
　1.で作成した改修計画に基づき工事を行う住宅が対象です。
■募集期間　7月4日（月）～12月16日（金）
3.危険ブロック塀等除却事業
　通学路などの道路に面したブロック塀等で市の判定により危険と判定された
塀が対象となります。受付は随時。除却を行う前に連絡ください。
■問・申し込み　建設課建築営繕班　☎内線2253

　木造住宅の耐震診断・耐震改修工事助成と危険ブロック塀等除却事業

　震災の影響により、平成23年6月･8月の特別徴収（年金からの天引き）を一時
中止しておりましたが、平成23年10月･12月と平成24年2月も特別徴収を行わ
ないことになりました。
　このことに伴い、8月以降に発送予定の平成23年度分市県民税・国民健康保険
税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の納付方法は普通徴収（納付書による納
付）となりますのでご了承願います。
　なお、平成24年10月より特別徴収（年金からの天引き）を再開する予定です。
■問　税務課住民税班　☎内線1135～1139

　公的年金からの市県民税・国民健康保険税・介護保険料・
　後期高齢者医療保険料の特別徴収（年金からの天引き）

◎その他
　『住宅の応急修理制度』および『民間賃貸住宅の応急仮設住宅への借り上
げ制度』をご利用されている方は、プレハブ応急仮設住宅に入居できませ
ん。ただし、5～6人以上の世帯の方は、2世帯に分けることにより、プレハブ
応急仮設住宅と民間賃貸住宅の併用も可能です。
　また、5～6人以上の世帯の方は、プレハブ応急仮設住宅を2戸借り入れす
ることができます。（市と個別に協議が必要です。申出者多数の場合は、抽選
となる場合もございます。）
　なお、既に申し込みされた方の希望地の変更は随時（土・日曜日、祝日は
除く）、市役所本庁舎1階で行っています。
■問　震災復旧対策室　☎内線1103

　被災者生活再建支援制度における支援金の支給見込み

　被災者生活再建支援制度において、全壊・大規模半壊世帯の方々を対
象に申請受付を行い、現在、約8,500件の申請を受け付けています。市
としても、職員・他県市町支援職員の協力を得て全力を挙げて国への申
請作業を行っております。
　申請時には約2カ月程で支給される見込みと、ご案内しておりまし
たが、国・県において申請件数が膨大なため時間を要することなどか
ら、さらに1カ月から2カ月程度支給が遅れる状況にあります。
　被災してこの制度への申請をされました市民の皆様には、大変ご迷
惑をおかけしております。ご協力・ご理解をお願いします。
■問　震災復旧対策室　☎内線1423～1425
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お知らせ 感染症や食中毒に注意～季節は夏に向けて高温多湿となり、より一層の感染症や食中毒への注意が必要です。
細菌などを媒介するハエや蚊の駆除に努め、清潔な住環境や食事の調理を心がけましょう。

問い合わせ　東松島市役所  ☎82-1111

　東日本大震災により滅失または損壊した自動車（被災自動車）の代わりに、平
成23年3月11日から平成26年3月31日の間に軽自動車等（代替自動車）を取得
した場合、申請により平成25年度までの軽自動車税が非課税になります。

【次のような被災自動車の買い替えの場合は、非課税措置の対象外です】
･被災自動車と代替軽自動車の所有者が異なる場合（所有者が亡くなっている
　場合は、その相続人が取得した軽自動車のみ非課税の対象になります）
･営業用を自家用にした場合
･自家用を営業用にした場合
･普通車または軽自動車（三輪以上）の代替自動車が、二輪車の場合
･二輪車の代替自動車が、普通車または軽自動車（三輪以上）の場合
･代替自動車の台数が多い場合（被災自動車１台につき代替自動車１台が非課
　税の対象です）
※なお、被災自動車が小型特殊自動車の場合、代替自動車も小型特殊自動車のみ
　非課税対象となります。
■申請方法　東松島市に軽自動車税の非課税申請が必要な方は、下記により申
　請してください
１必要書類
　①軽自動車税非課税申請書　（※印鑑が必要です）
　②滅失または損壊した自動車が被災自動車であることを証する書類

普通自動車 抹消登録の済んでいる
被災自動車の登録事項等証明書

備考欄に「被災車両」という
記載があるもの
※記載がない場合は「被災証
　明書」（車両番号の記載の
　あるもの）も必要です

軽自動車
（三輪以上）

軽自動車検査ファイルから削除された
ことが記載された被災自動車の検査
記録事項等証明書

二輪の
小型自動車

抹消登録の済んでいる被災自動車の
登録事項等証明書

軽自動車
（二輪） 被災自動車の軽自動車届出済証返済確認書

原付・小型特殊 被災自動車の廃車証明書
被災車両であることの確認
ができない場合は「被災申立
書」も必要です

　東日本大震災による被災代替自動車の軽自動車税の非課税措置 

（図） 東日本大震災による被災自動車と代替自動車に係る各種税金の手続き

被 災 自 動 車 の 廃 車 （ 抹 消 登 録 ） を す る
※自動車重量税（国税）が課税されている場合には、被災自動車に係る自動車重量税の特例還付および
　被災自動車の買換えに係る自動車重量税の免税措置があります。 ・原付（125㏄以下）

・小型特殊自動車
 （農耕用・その他）※手続きの方法・必要書類等については、下記に問い合わせください

【被災車両に係る抹消登録、滅失・解体の届け出に伴う自動車重量税の還付申請】 東松島市役所
☎82-1111

税務課
☎内線1138・1139

鳴瀬総合支所
☎内線2105・2107

・普通自動車・二輪の小型自動車（251㏄以上）　東北運輸局宮城運輸支局　☎050-5540-2011
・軽自動車（三輪以上）・二輪（126cc～250cc）　宮城県軽自動車検査協会　 ☎022-284-1368

【自動車重量税の特例還付および免税措置の問い合わせ先】　石巻税務署　☎22-4151

代替自動車を
これから
買換え

代替自動車をすでに買換え済
軽自動車
（二輪）

二輪の
小型自動車普通車・

軽自動車
（三輪以上）

普通車 軽自動車
（三輪以上）

自動車取得税（県税）
が課税されている

自動車取得税（県税）
が課税されていない

　仙台中央県税事務所扇町出張所に買
換えた自動車の自動車取得税、平成25
年度までの自動車税・軽自動車税の非課
税の届出が必要です。
※詳しい内容は問い合わせください

　最寄りの県税事務所に買換えた自動
車の自動車取得税、平成25年度までの
自動車税・軽自動車税の非課税の届出が
必要です。
※詳しい内容は問い合わせください

　買換えた軽自動車の主たる定置場（使用の本拠の位置）の市
町村に買換えた軽自動車の平成25年度までの軽自動車税の非
課税申請が必要です。
　主たる定置場が「東松島市」の方は、東松島市役所税務課に申
請が必要です。

仙台中央県税事務所扇町出張所
☎022-232-5702 東部県税事務所　☎95-1413 ※主たる定置場が東松島市以外の方は該当市町村に問い合わ

　せください。

③代替取得した軽自動車の登録内容が確認できる書類
軽自動車（三輪以上）・二輪の小型自動車 代替自動車の自動車検査証

軽自動車（二輪） 代替自動車の軽自動車届出済証

原付・小型特殊 代替自動車の標識交付証明書

◎上記書類に加えて、下記事項に該当する場合は下記書類も追加で必要です。
●被災自動車の所有者が亡くなっている場合
　①戸籍謄本等（代替自動車の所有者が被災自動車の所有者の相続人であるこ
　とがわかるもの）
　※死亡者と相続人がともに東松島市内で同世帯であった場合は不要
　②相続による代替自動車取得の申立書
●被災自動車の所有者が消滅した法人の場合
　①登記事項証明書（消滅法人と合併法人、分割継承法人の関係がわかるもの）
●代理の方が申請する場合
　①委任状
２申請場所　東松島市役所税務課
※軽自動車税（市税）の非課税措置だけでなく、自動車重量税（国税）の特例還付
　や免税措置、自動車取得税（県税）や自動車税（県税）の非課税措置もありま
　す。車や税金の種類により届出・申請場所や必要書類が違いますので、詳しい
　内容については下図参照の上、届出・申請してください。
■問　税務課住民税班　☎内線1138・1139
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　震災により、施設利用を中止していましたが7月1日（金）か
ら下記の施設利用を再開します。なお、今後、災害復旧工事な
どで利用できなくなる施設もありますので、その際はお知ら
せします。

【社会体育施設】
①鷹来の森運動公園（屋外運動場ＡＢ球場・野球場・陸上競技場）
②矢本運動公園（テニスコート）

【小中学校運動施設】
①矢本東小学校（体育館・校庭）
②矢本西小学校（体育館・校庭）
③赤井小学校（体育館・校庭）
④赤井南小学校（体育館・校庭）
⑤大塩小学校（体育館・校庭）
⑥小野小学校（体育館・校庭）
⑦矢本第一中学校（体育館・武道館・校庭）
⑧矢本第二中学校（武道館）
⑨鳴瀬第一中学校（体育館・校庭）

■問　生涯学習課スポーツ振興班　☎82-9030

知っ得情報

知っ得
情報

■問い合わせ　東松島市役所  ☎82-1111

募
集

お
知
ら
せ

平
成
２４
年
度
採
用
初

級
消
防
職
員
募
集

国
立
宮
古
海
上
技
術
短

期
大
学
校
学
生
募
集

外
国
人
雇
用
は
、ル
ー

ル
を
守
っ
て
適
切
に

「
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
」の
更
新
手
続
き

三
陸
自
動
車
道
矢
本

Ｉ
Ｃ
終
日
通
行
禁
止

震
災
特
例
旅
券（
パ

ス
ポ
ー
ト
）の
発
行

社会体育施設・小中学校
運動施設利用開放の再開

■
種
別･

職
種　
初
級
消
防
吏

　
員

■
採
用
予
定
人
数　
12
人
程
度

■
受
験
資
格

　
○
平
成
2
年
4
月
2
日
か
ら

　
平
成
6
年
4
月
1
日
ま
で
に

　
生
ま
れ
た
方

　

○
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
校

■
内
容　
修
学
2
年
間
の
船
員

　

教
育（
9
ヵ
月
の
海
洋
実
習

　
含
む
）

■
資
格　
高
等
学
校
卒
業
者
ま

　
た
は
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

　

る
と
認
め
ら
れ
る
者（
平
成

　
24
年
3
月
高
等
学
校
卒
業
見

　
込
み
を
含
む
）

■
募
集
人
員　
海
技
士
教
育
科

　
男
女
40
人

※
出
願
期
間･
試
験
日
な
ど
詳

　
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問　
国
立
宮
古
海
上
技
術
短

　
期
大
学
校
教
務
課

　
☎
０
１
９
３
‐
62
‐
５
３
１

　
６　

H
P http://w

w
w

.m

　

iyako.m
tea.ac.jp/

　
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の

　

三
陸
自
動
車
道
矢
本
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）は
、地

震
に
よ
る
損
傷
の
復
旧
や
路
線

の
拡
幅
工
事
な
ど
を
行
う
た

め
、終
日
通
行
止
め
を
行
い
ま

す
。迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
旅

券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）を
紛
失
・
焼

失
さ
れ
た
方
は
、旅
券
が
不
正

使
用
な
ど
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
た
め
、「
紛
失
届
」の
提
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、都
道
府
県
旅
券
事
務

　

を
卒
業
し
て
い
る
方（
平
成

　

24
年
3
月
ま
で
に
卒
業
す
る

　

見
込
み
の
方
を
含
む
）お
よ

　

び
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

　
有
す
る
方

　
○
採
用
後
、石
巻
市・東
松
島

　
市
ま
た
は
女
川
町
に
居
住
で

　
き
る
方

■
試
験
日　
9
月
18
日（
日
）

■
受
付
期
間　
7
月
1
日（
金
）

　
～
8
月
16
日（
火
）（
当
日
消
印

　
有
効
）

■
申
込
書
の
配
布

　
〇
配
布
日　
7
月
1
日（
金
）

　
か
ら
配
布

■
配
布
場
所　
石
巻
地
区
消
防

　
本
部･

消
防
署
所･

組
合
事
務

　

局
及
び
石
巻
市
役
所･

東
松

　
島
市
役
所･

女
川
町
役
場･

各

　
総
合
支
所･
各
支
所

※
申
込
書
の
郵
送
を
希
望
す
る

平成24年度採用　東松島市職員
【初級行政・初級土木】募集

■職種と対象
●初級（行政職：高等学校卒業程度）3人程度
　昭和60年4月2日～平成6年4月1日生まれの方
※短大又は高専卒業（見込）以下の方は受験できますが大学卒業
　（見込）以上の方、高度専門士の称号を取得（見込）の方は受験で
　きません。
●初級（土木：高等学校卒業程度）2人程度
　昭和56年4月2日～平成6年4月1日生まれの方で土木施工学科
　卒業（見込）の方、またはそれに準じる方
■申し込み
　申込用紙は総務課で配布します。郵便で請求する場合は「職員
　採用統一試験申込用紙請求」と朱書きし、あて先を明記した返
　信用封筒（Ａ4サイズの用紙が入る返信用封筒に140円切手を
　貼付）を同封してください。
■試験日時
　1次試験　9月18日（日） 10時～
　2次試験　10月下旬予定（1次試験合格者に通知）
■試験会場　東松島市役所（東松島市矢本字上河戸36－1）
　※会場は変更になる場合があります。
■受付期間　7月1日（金）～8月16日（火）　17時必着
■問　総務課人事班　☎内線1214

　
～
雇
入
れ
・
離
職
の
際
の
届

出
と
適
切
な
雇
用
管
理
は
事
業

主
の
責
務
で
す
～

１
．外
国
人
労
働
者
を
雇
用
す

　

る
場
合
、そ
の
氏
名
や
在
留

　
資
格
等
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

　
の
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

　
い
ま
す
。

◎
届
出
事
項・方
法・期
限
な
ど

　

に
つ
い
て
は
、最
寄
り
の
ハ

　
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

◎
在
留
資
格
は
、「
外
国
人
登
録

　

証
明
書
」ま
た
は「
旅
券（
パ

　
ス
ポ
ー
ト
）」で
確
認
し
て
く

　
だ
さ
い
。

２
．平
成
19
年
10
月
1
日
の
指

　
針
の
作
成
に
よ
り
外
国
人
労

　
働
者
の
雇
用
管
理
改
善
等
が

　
事
業
主
の
努
力
義
務
と
な
り

　
ま
し
た
。

◎
労
働
基
準
法
や
健
康
保
険
法

　

な
ど
は
、国
籍
を
問
わ
ず
外

　
国
人
労
働
者
に
も
等
し
く
適

　
用
さ
れ
ま
す
。ま
た
、労
働
条

　
件
面
で
の
国
籍
に
よ
る
差
別

　
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
が
、能
力
を
発
揮
で

　
き
る
人
事
管
理
と
就
業
環
境

　
の
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
巻
専

　
門
援
助
部
門

　
☎
95
‐
０
５
１
８

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
間　

7
月
4
日（
月
）21

　
時
～
9
日（
土
）6
時

■
注
意　
日
中
・
夜
間
を
通
じ

　

て
、イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
内

　

へ
の
出
入
り（
乗
り
降
り
）

　

は
で
き
ま
せ
ん
。鳴
瀬
奥
松

　
島
Ｉ
Ｃ
ま
た
は
石
巻
港
Ｉ
Ｃ

　
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問　
国
土
交
通
省
三
陸
道
維

　
持
出
張
所

　
☎
96
‐
７
６
５
１

所
で
は
、東
日
本
大
震
災
に
よ

り
自
宅
が
滅
失
し
た
り
損
壊

す
る
な
ど
し
て
、旅
券（
パ
ス

ポ
ー
ト
）の
紛
失
届
を
提
出
さ

れ
た
方
が
希
望
す
る
場
合
、紛

失
な
ど
し
た
旅
券
の
残
存
有
効

期
間
を
限
度
と
す
る
震
災
特
例

旅
券
を
、手
数
料
な
し
で
発
行

す
る
特
例
措
置
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、宮
城
県
パ
ス

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

■
問　
宮
城
県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ

　
ン
タ
ー

　
☎
022
‐
211
‐
２
２
７
８

　
場
合
は
、「
消
防
初
級
試
験
申

　
込
書
請
求
」と
朱
書
し
、宛
先

　

を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒

　
（
Ａ
4
版
サ
イ
ズ
の
書
類
が

　
入
る
大
き
さ
に
返
信
用
切
手

　
〔
140
円
〕貼
付
）を
必
ず
同
封

　

し
、左
記
あ
て
に
請
求
し
て

　
く
だ
さ
い
。

■
問･

申
し
込
み　
石
巻
地
区

　
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本

　
部
総
務
課
人
事
教
養
係　

　
☎
95
‐
７
１
１
１

　
（
郵
便
希
望
の
請
求
先
）

　
〒
986
‐
０
８
０
５　
石
巻
市

　
大
橋
一
丁
目
1
番
地
1

有
効
期
限
は
9
月
30
日
と
な
っ

て
お
り
、更
新
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
際
、税
証
明
書
が
必
要

で
す
が
、東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
り
、平
成
23
年
度（
平

成
22
年
中
）の
税
証
明
書
の
発

行
は
8
月
中
旬
以
降
と
な
り
ま

す
の
で
、石
巻
保
健
所
へ
問
い

合
わ
せ
の
上
、手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問　
石
巻
保
健
所
疾
病
対
策

　
班　
☎
95
‐
１
４
３
０

お知らせ 7月16日（土）にあったかいホールで開催予定の「みんなの復興市（東松島まちづくり応援団主催）」は「東まつしま夏まつり復興市」と
合併開催になり、7月23日（土）に延期となりました。詳しい内容は、市報7月15日号でお知らせします。
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石
巻
広
域
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
運
転
再
開

介
護
認
定
審
査
会
再

開
の
お
知
ら
せ

労
働
保
険
料
等
の
免

除
特
例

退
職
金
は
中
退
共
で

7月は“社会を明るくする運動”
強調月間です

災害ボランティアセンターを開設中
　

3
月
11
日
に
発
生
し
た
、東

日
本
大
震
災
の
地
震･

津
波
に

よ
り
、石
巻
広
域
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
は
建
物
本
体
、ご
み
処

理
設
備
に
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。現
在
復
旧
作
業
を
全

力
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

7
月
1
日
か
ら
試
運
転
を
行

い
、7
月
11
日
を
本
稼
働
の
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

●
粗
大
ご
み
搬
入
時
の
破
砕
機

　
の
予
約

　
個
人
で
直
接
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
燃
え
る
ご
み（
50
㎝
以

上
の
物
・
家
具
・
布
団
な
ど
）を

　

3
月
11
日
に
発
生
し
た
、東

日
本
大
震
災
の
地
震
・
津
波
に

よ
り
、介
護
認
定
支
援
シ
ス
テ

ム
関
連
機
器
等
に
被
害
が
生

じ
、介
護
認
定
審
査
会
が
開
催

で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た

が
、6
月
1
日
か
ら
審
査
会
を

再
開
し
て
い
ま
す
。

■
問　
石
巻
地
区
広
域
行
政
事

　
務
組
合
介
護
認
定
審
査
課

　
☎
92
‐
５
３
３
１

　

中
退
共
制
度
は
、中
小
企
業

で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
外
部

積
立
型
の
国
の
退
職
金
制
度
で

す
。

●
国
か
ら
の
掛
金
の
助
成
が
受

　
け
ら
れ
ま
す

●
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、手

　
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん

●
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
移

　
行
で
き
ま
す

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問　
中
小
企
業
退
職
金
共
済

　“社会を明るくする運動”は、すべての国
民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人た
ちの更生について理解を深め、それぞれの
立場において力を合わせ、犯罪や非行のな
い地域社会を築こうとする全国的な運動
です。

■主催　第61回“社会を明るくする運動”
　東松島市推進委員会
■主唱　法務省

搬
入
す
る
場
合
は
、破
砕
機
を

予
約
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
予
約
は
常
に
混
雑
し
て
い
ま

　

す
の
で
、日
程
が
決
ま
り
次

　
第
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
料
金　
10
㎏
毎
100
円

●
犬・猫
な
ど
小
動
物
の
火
葬

　
現
在
設
備
の
復
旧
作
業
を
進

め
て
お
り
、7
月
下
旬
か
ら
の

再
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
受
付
時
間　
月
曜
日
～
金
曜

　
日（
祝
日
は
除
く
）

　
9
時
～
11
時
45
分

　
13
時
～
16
時
30
分

■
問　
石
巻
広
域
ク
リ
ー
ン
セ

　
ン
タ
ー

　
☎
21
‐
８
９
５
３

　
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
事

～ボランティアをお願いしたい方、
　　ボランティアに参加を希望する方へ～

　市社会福祉協議会では、震災後、災害ボランティアを設置し、多くの皆
さんの協力をもらいながらボランティア要請に応えてきました。今後、自
宅の後片づけ、敷地内の土砂撤去などボランティアの要請を希望する方
は、7月15日（金）まで災害ボランティアセンターに申し込みください。

業
主
の
方
は
、一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
と
き
は
、労
働
保
険

料
等
の
免
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
免
除
対
象

●
3
月
11
日
に
特
定
被
災
区
域

　
に
所
在
し
て
い
る
こ
と

●
大
震
災
に
よ
り
損
壊
等
の
被

　
害
が
生
じ
る
等
に
よ
り
休
業

　
又
は
事
業
活
動
を
縮
小
し
て

　
い
る
こ
と

●
大
震
災
発
生
前
の
直
近
の
賃

　
金
支
払
月
の
労
働
者
一
人
当

　

た
り
の
賃
金
額
と
比
べ
て
、

　
労
働
者
一
人
当
た
り
の
1
カ

　
月
間
の
賃
金
額
が
2
分
の
1

　
未
満
に
な
っ
て
い
る
こ
と

■
問　
宮
城
労
働
局
労
働
保
険

　
事
業
本
部

　
☎
03
‐
３
４
３
６
‐
０
１
５
１

　

U
RL:http://chutaikyo.

　

taisyokukin.go.jp/ 

＜ボランティアをお願いしたい方へ＞
　被災した自宅の片づけの協力を希望する、また自宅や指定避難所から
石巻地方2市1町内への引越しを希望する方は、ボランティアセンターま
で問い合わせください。
■内容
①被災した自宅の片づけ
　敷地内の土砂撤去･自宅内からの泥･ごみの撤去･清掃など
②自宅や指定避難所から石巻地方2市1町内への引越し
　引越しの荷造り・運搬・荷おろし作業の手伝い
※依頼数と参加ボランティア人数により3日程度待つことがあります。
※費用無料、申し込み順。

＜ボランティアに参加を希望する方へ＞
　現在ボランティアセンターで活動しているボランティアの方々は
県外の方が多数を占めています。ぜひ、市民の皆さんの参加もお待ちして
います。
■内容
　敷地内の土砂撤去･自宅内からの泥･ごみの撤去･清掃などの作業、また
は引越しの荷造り・運搬・荷おろし作業
■受入受付時間
　8時30分～9時30分、12時30分～13時30分
■活動時間（目安）
　午前2時間、午後2時間
■応募できる方
　市内外の個人または団体などで、体力に自信のある方
※宿泊･入浴施設の利用は、各自で調整してください
■活動の際に用意・持参していただきたいもの
　・防塵マスク ・ゴーグル ・ゴム手袋 ・長靴 ・カッパ上下
　・長袖長ズボン ・帽子 ・水 ・昼食 ・スコップ等の資材
　・その他各自の判断で活動に必要なもの
※どれも作業用品店やホームセンターで簡単に手に入るもので、負担にならない程
　度のものを揃えてください。

■問　東松島市災害ボランティアセンター　☎83-5001
　（コミュニティパーク内、市図書館東隣）
　住所：東松島市矢本字大溜1-1
　東松島市災害ボランティアセンターブログ
　http://msv3151.c-bosai.jp/group.php?gid=10180

　
徴
収
課　
☎
022
‐
299
‐
８
８

　
４
２　
石
巻
労
働
基
準
監
督

　
署　
☎
22
‐
３
３
６
５

　

復
旧
工
事
も
順
調
に
進
み
、

7
月
1
日（
金
）よ
り
、営
業
を

再
開
す
る
運
び
に
な
り
ま
し

た
。皆
様
に
は
、ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
し
た
が
、こ
れ
ま
で
同

様
の
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ

う
、お
願
い
し
ま
す
。

■
営
業
時
間　
平
日
10
時
～
22
時

　
土・日・祝
日　
10
時
～
21
時

■
休
館
日　
毎
週
木
曜
日（
祝

　
日
の
場
合
翌
日
）

ゆ
ぷ
と
営
業
再
開
の

お
知
ら
せ

※
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

　
ム
の
利
用
は
閉
館
30
分
前
ま
　
で
で
す
。

■
問　
☎
84
‐
３
８
５
５

▲被災した家屋の泥かき作業を行う、埼玉県からのボランティアの
　みなさん

お知らせ 6月27日（月）から、ひがしまつしま割増商品券の発売開始～今回の商品券には抽選券は付いていません。
■問　東松島市商工会　☎82-2088、市役所商工観光課　☎内線2161、2162



市報 ひがしまつしま（18）知っ得情報問い合わせ　東松島市役所  ☎82-1111

震災に伴う東北地方の高速道路
無料措置通行方法

宮
城
県
震
災
復
興
計
画

（
案
）の
県
民
説
明
会
を
開
催

７
月
の
休
日
窓
口
開

庁
予
定

農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
は
延
期

遺
体
安
置
所
変
更
の

お
知
ら
せ

日本弁護士連合会
「中小企業ひまわりほっとダイヤル」

被災中小企業者相談

　
７
月
19
日
の
任
期
満
了
に
伴

い
執
行
予
定
だ
っ
た
東
松
島
市

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

は
、震
災
に
伴
い
特
例
法
が
制

　

7
月
11
日（
月
）か
ら
遺
体

安
置
所
が
、現
在
の
小
野
地
区

体
育
館
か
ら
東
松
島
市
営
墓
地

に
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
変
更
日
時　
7
月
11
日（
月
）

　
～
毎
日　
9
時
～
17
時

■
場
所　
東
松
島
市
営
墓
地

　

住
所:

東
松
島
市
大
塩
字
引

　

沢
、旧
河
南
地
区
衛
生
セ
ン

　
タ
ー
跡
地

■
問　
納
税
推
進
課
納
税
推
進

　
班　
☎
内
線
１
１
４
０

　東日本大震災による被災者支援や当面の復旧・復興支援の
ため、東北地方（水戸エリアの常磐道を含む）を発着とする被災
者および原発事故による避難者、中型車・大型車・特大車の利用
は、以下の通行方法により無料になります。なお、この措置は、
接続している地方道路公社管理の有料道路などと同時に実施
します。

無料の対象となる車両
1．被災者支援
■対象車両　東日本大震災にかかる被災証明書（※1）、り災証
　明書（※2）を有している者が乗車する車両で全車種
※1 発行市町村により名称が異なることがあります。
※2 り災証明書の発行に時間を要している市町村があること
　から、7月末日まで、り災届出証明書でも可能とします。
■実施期間　6月20日（月）～　当面1年間
■通行方法　①入口・出口とも一般レーンを利用ください。入
　口では必ず通行券を取ってください。
　②出口料金所で、係員に被災証明書またはり災証明書の原
　本および本人が確認できる書面（例：運転免許証など）を提示
　し、通行券を手渡してください。
■注意点
　①ETCでは無料利用できません。
※入口をETCレーンで利用した場合は無料になりません。
　②スマートICは利用できません。
　③出口では「被災証明書などによる走行です。」と出口係員に
　申し出ください。
　④被災証明書･り災証明書は必ず原本を提示してください。
　被災証明書などの提示がない場合、無料になりません。
※「被災証明書など」とは、東日本大震災にかかる市町村など
　が発行する被災証明書および、り災証明書をいいます。
※被災証明書は、市町村により名称が異なることがあります。
※り災証明書の発行に時間を要している市町村があることか
　ら、7月末日までり災届出証明書（原本）でも可能とします。
　⑤被災証明書などを有している方とは、本人または本人と同
　居している家族をいいます。
　⑥法人に対して発行された被災証明書などは、対象になりま
　せん。
2．当面の復旧・復興支援
■対象車両　中型車、大型車、特大車
■実施期間　6月20日（月）～当面8月末まで
■通行方法　
　①入口・出口とも一般レーンを利用ください。入口では必ず
　通行券を取ってください。
　②出口料金所で係員に通行券を手渡してください。
■注意点
　①ETCレーンは利用できません。ETCレーンで利用された場
　合、無料になりません。※入口をETCレーンで利用された場
　合は無料になりません。
　②スマートICは利用できません。
◎今回の無料措置により、今後、さらに渋滞が発生するおそれ
　がありますので、道路交通情報を確認のうえ、時間に十分余
　裕をもって出かけるようお願いします。
■問　●東北自動車道など
　　東日本高速道路株式会社お客様センター
　　☎0570-024-024
　●三陸自動車道（仙台松島道路）・仙台南部道路
　　宮城県道路公社営業管理課　☎022-263-0566（代表）

　日本弁護士連合会「中小企業ひまわりほっとダイヤル」では、
被災された中小企業事業者を対象とする震災関連法律相談
を、全国どこからでも初回面談３０分無料で受け付けています
ので、利用・相談ください。

■相談内容　震災に伴う事業再建・承継、売掛金回収、過重債
　務、契約・取引・雇用問題など
※地震・津波により直接被災された相談のみならず、被災した企業
　と取引関係にある方、計画停電や燃料不足により事業に支障が
　生じた方、原子力発電所の事故による風評被害を受けた方など
　間接的に震災の被害を受けた方からの相談にも応じます。

■受付時間　月～金曜日　10時～16時（正午～13時は除く）

■問　日本弁護士連合会「中小企業ひまわりほっとダイヤル」
　☎0570-001-240
※最寄りの弁護士会に転送されますので、予約・相談ください。
　ＵＲＬ：http://www.nichibenren.or.jp/ja/sme/index.html

定
さ
れ
、延
期
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
日
程
な
ど
は
決
ま
り

次
第
、市
報
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
問　
農
業
委
員
会
事
務
局　

　
☎
内
線
２
１
５
１

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

　
☎
内
線
１
２
１
５

　
施
設
入
所
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
利
用
時
の
食
費
・
居
住
費
が

軽
減
さ
れ
る「
介
護
保
険
負
担

限
度
額
認
定
証
」の
有
効
期
限

を
、震
災
の
影
響
に
よ
り
８
月

31
日（
水
）ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
現
在
の
認
定
証
の
有
効
期
限

を
８
月
31
日（
水
）と
読
み
替

え
て
継
続
し
、更
新
は
９
月
か

ら
行
う
予
定
で
す
。８
月
に
あ

「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認

定
証
」の
認
定
期
間
延
長

ら
た
め
て
更
新
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、確
認
の
う
え
更
新

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問　
福
祉
課
介
護
保
険
班　

　
☎
内
線
１
１
９
４

　

JR
東
日
本
仙
台
支
社
で
は
、

JR
仙
石
線
矢
本
駅
～
石
巻
駅
間

の
運
転
再
開
を
、次
の
と
お
り

計
画
し
て
い
ま
す
。

■
区
間
　
矢
本
駅
～
石
巻
駅
間

■
運
転
再
開
予
定　
7
月
末

※
詳
し
い
内
容
は
、決
ま
り
次

　
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問　
JR
東
日
本
仙
台
支
社
広

　
報
室

　
☎
022
‐
266
‐
９
６
１
６

JR
仙
石
線
矢
本
駅
～

石
巻
駅
間
の
運
転
再
開

　
７
月
の
土
曜
日
開
庁
は
次
の

と
お
り
で
す
。日
曜
日･

祝
日
は

閉
庁
に
な
り
ま
す
の
で
、ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
開
庁
日　
７
月
２
日
、９
日
、

　
16
日
、23
日
、30
日

※
２
日（
土
）は
シ
ス
テ
ム
メ

　

ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、災
害

　
対
応
窓
口
の
み
の
対
応
に
な

　
り
ま
す
。

■
時
間　
９
時
～
16
時

■
問　
災
害
対
策
本
部（
防
災

　
交
通
課
）　
☎
内
線
１
１
６
１

　
～
１
１
６
５

　
宮
城
県
震
災
復
興
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、広
く
県
民
の
皆

様
に
意
見
を
お
聴
き
す
る
た

め
、下
記
の
と
お
り
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
対
象　
東
部
地
区（
石
巻
圏

　
域
、広
域
登
米
圏
）

■
開
催
日
時　
７
月
17
日（
日
）

　
14
時
30
分
～
16
時

■
場
所　
石
巻
専
修
大
学

■
内
容　
宮
城
県
震
災
復
興
計

　
画（
案
）の
説
明
、意
見
交
換

■
問　
宮
城
県
震
災
復
興
・
企

　
画
部
震
災
復
興
政
策
課

　
☎
022
‐
211
‐
２
４
０
６



（19）市報 ひがしまつしま 知っ得情報　ヘルシーインフォメーション

相
談

宮
城
県
警
・
震
災
関
連

警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
・
生
活

再
建「
無
料
電
話
相
談
」

震
災
後
の
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
相
談
窓
口

仙
台
法
務
局
巡
回
相
談
所

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人　
日

本
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ

ン
ナ
ー
ズ（
Ｆ
Ｐ
）協
会
は
、同

協
会
認
定
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル・プ
ラ
ン
ナ
ー（
※
顧
客
で
あ

る
個
人
か
ら
、収
支
・
負
債
・
家

族
構
成
・
資
産
状
況
な
ど
の
情

報
提
供
を
受
け
、そ
れ
を
基
に

住
居・教
育・老
後
な
ど
将
来
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
即
し

た
資
金
計
画
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
資
格
を
有
す
る
方
）が
、被

災
者
の
生
活
再
建
の
た
め
の
暮

■
日
時　

7
月
12
日（
火
）～

　
13
日（
水
）　
10
時
～
15
時

■
場
所　
市
役
所
鳴
瀬
庁
舎
2

ら
し
と
お
金
に
関
す
る
疑
問
や

不
安
に
応
え
る
無
料
電
話
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。利
用・相
談

く
だ
さ
い
。

■
主
な
相
談
内
容　
被
災
後
の

　
生
活
再
建
に
か
か
る
資
金
や

　

家
計
に
関
す
る
相
談
、預
金

　
や
保
険
、住
宅
ロ
ー
ン
、相
続

　
に
関
す
る
こ
と

※
高
度
で
専
門
的
な
相
談
の
場

　
合
、よ
り
詳
し
い
専
門
家・機

　
関
を
案
内
し
ま
す
。

■
相
談
日
時　
5
月
7
日（
土
）

　
～
平
成
24
年
3
月
31
日（
土
）

　
10
時
～
16
時　
※
年
末
年
始

　
（
12
月
29
日
～
1
月
4
日
）を

　
除
く

■
問 

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
日
本
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

　

プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ（
Ｆ
Ｐ
）協

　

会　

生
活
再
建「
無
料
電
話

　
相
談
」

　
☎
０
１
２
０
‐
874
‐
002

司
法
書
士
出
張
相
談

　

市
で
は
、宮
城
県
司
法
書
士

会
石
巻
支
部
所
属
の
司
法
書
士

に
よ
る
出
張
法
律
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

　
被
災
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

に
関
す
る
相
談
に
、２
人
の
司

法
書
士
が
応
じ
ま
す
。

※
相
談
料
は
無
料
。今
回
の
出

　
張
相
談
に
限
り
予
約
は
不
要

　
で
す
。

■
主
な
相
談
内
容　
被
災
し
た

　

借
家･

借
地
関
係
や
家
賃
支

　

払
い
、住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の

　

債
務
、勤
務
先
と
の
雇
用
関

　
係
、相
続
手
続
き
な
ど

■
相
談
日
時　
７･

８
月
の
毎

　
週
金
曜
日　
13
時
～
16
時

■
場
所　
本
庁
舎
西
側
駐
車
場

　
内
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
事
務
所

■
問　
総
務
課
総
務
班

　
☎
内
線
１
２
０
５

　

宮
城
県
警
察
本
部
は
、震
災

発
生
後
か
ら
開
設
し
て
い
た

「
行
方
不
明
者
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

を
、6
月
13
日（
月
）か
ら「
震

災
関
連
警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

と
い
う
名
称
に
変
更
し
ま
し

た
。

■
主
な
相
談
内
容　
震
災
に
伴

　
う
行
方
不
明
者
に
関
す
る
相

　

談
、震
災
に
伴
う
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

　
採
取
取
扱
い
に
関
す
る
相
談

■
受
付
時
間　
平
日
の
１
０
時

　

か
ら
１
６
時
ま
で（
土
・
日

　
曜
、祝
日
を
除
く
）

■
問　
宮
城
県
警
・
震
災
関
連

　
警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
022
‐
221
‐
２
０
０
０

　
＃
９
１
１
０（
24
時
間
対
応
）

ヘルシー
インフォ

メーション

　
乳
幼
児
の
健
診
や
相
談
に
つ

い
て
は
一
部
開
始
し
て
い
ま
す

が
、健
康
相
談
に
つ
い
て
は
、再

開
に
向
け
て
調
整
中
で
す
。

　

日
程
が
決
ま
り
次
第
、広
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
再
開
予
定
〉

●
妊
産
婦･

子
ど
も
の
健
康
相

■
対
象　
妊
娠
さ
れ
た
方
、震

　
災
で
母
子
健
康
手
帳
、母
子
健

乳
幼
児
健
康
相
談

母
子
健
康
手
帳
・
母
子

健
康
手
帳
別
冊
を
交
付

　
康
手
帳
別
冊
を
な
く
し
た
方

■
方
法　
保
健
師
に
よ
る
個
別

　
交
付

■
場
所　
矢
本
保
健
相
談
セ
ン

　
タ
ー

■
申
し
込
み　
事
前
に
電
話
で

　
の
予
約
が
必
要
で
す

■
連
絡
先　
健
康
推
進
課
健
康

　
指
導
班　
☎
内
線
３
１
０
６・

　
３
１
０
８

　

市
で
は
、震
災
後
の
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
眠
れ
な
い
・
食
欲
が
な
く
て

食
べ
ら
れ
な
い
・
誰
と
も
話
す

気
に
な
ら
な
い
・
イ
ラ
イ
ラ
す

る
な
ど
の
症
状
で
お
困
り
の
方

は
相
談
く
だ
さ
い
。子
ど
も
の

相
談
に
つ
い
て
も
利
用
く
だ
さ

い
。

■
問　
福
祉
課
障
害
福
祉
班

　
☎
内
線
１
１
７
５・１
１
７
６

階　
201
会
議
室

■
内
容　
建
物
滅
失
、権
利
書

　

の
紛
失
、会
社
の
実
印
紛
失

　
な
ど
の
相
談

■
問　
仙
台
法
務
局
石
巻
支
局

　
☎
22
‐
６
１
８
８

　
談：８
月
～

●
10
か
月
児
健
康
相
談：９
月
～

●
７
か
月
児
健
康
相
談：10
月
～

■
問　
健
康
推
進
課
健
康
指
導
班

　
☎
内
線
３
１
０
６･

３
１
０
８

市民のカレンダー　7月
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

　　　
　　　■幼・保学校参観・
　　　　懇談会（矢本東小）
■図書館通常開館（予定）

　　　
　　　■矢本西小大藏流狂
　　　　言師慰問
■おはなし会
　15:00

　　　■振替休業日（矢本
　　　　一・鳴瀬一・鳴瀬二
　　　　中）
■図書館休館日

　　　■ちっちゃい子向け
　　　　おはなし会
　　　　11:00

　　　■矢本中央幼稚園た
　　　　なばた会

　　　■鳴瀬二中市民参観日
　　　
　　　■鳴瀬二中３年立志
　　　　式
■大曲小白ばとまつり
■おはなし会
　15:00

　　　■図書館休館日 　　　■矢本二中「二の日
　　　　運動」

　　　■矢本西小西地区ピ
　　　　カピカ大作戦

　　　
　　　■宮戸小一輪車オリ
　　　　ンピック
■おはなし会
　15:00

　　　海の日

　　　■図書館休館日
　　　■矢本中央幼稚園な
　　　　つまつり
■図書館休館日

　　　
　　　■第1学期終業式
　　　　（市立小・中学校・
　　　　はなぶさ・鳴瀬幼）
■ちっちゃい子向け
　おはなし会　 11:00

　　　■中総体県大会
　　　　県内（～25日）

　　　
　　　■おはなし会　　　
　　　　15:00

　　　■図書館休館日 　　　■図書館休館日
　　　　（整理日）

　　　■図書館休館日
　　　　（整理日）

　　　
　　　■おはなし会　　　
　　　　15:00
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図

図

図

図

図

図

図

　 市民体育館…19～21時
バウンズ88…19～21時
赤井地区体育館…9～21時、13～17時
テニスコート（矢本運動公園）金…9～21時、日…9～18時
＊日時を変更する場合があります。

問い合わせは、スポーツ振興班（市体育館）　８２－９０３０まで

Ａ 
Ｂ 
Ｃ 
Ｄ 

体
育
館
施
設
開
放
日

　 …市役所 ８２－１１１１ …市図書館 ８２－１１２０ …矢本運動公園 ８２－６８０４
…鳴瀬総合支所 ８７－３１１１ …奥松島縄文村歴史資料館 ８８－３９２７ …鷹来の森運動公園 ８２－１１０１
…矢本保健相談センター ８２－１１２３ …蔵しっくパーク ８４－１７７０ …奥松島運動公園（バウンズ８８含む） ８８－４５８８
…鳴瀬保健相談センター ８７－３１１１ …市コミュニティセンター ８２－６９６９ …健康増進センター　ゆぷと　 ８４－３８５５
…老人福祉センター ８３－２８５１ …市民体育館 ８２－９０３０
…矢本子育て支援センター ８４－２６７６ …赤井地区体育館 ８２－６８０３
…鳴瀬子育て支援センター ８７－２３３８ …大曲地区体育館 ８２－４２５５

図
縄文
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役
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問
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東松島市の人口
（平成23年６月１日現在の住民基本台帳）
　男 20,140(-110)　　女 21,010(-115)
　計 41,150(-265)　　世帯数 14,615(-58)

（　）内は前月比

広 告広 告

　
新
生
児
お
よ
び
産
婦
の
訪
問

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
内
容　
発
育
・
発
達
確
認
と

　
母
乳・育
児
相
談
の
家
庭
訪
問

■
方
法　
希
望
す
る
場
所（
避

　

難
所
や
仮
設
住
宅
も
可
能
）

　
に
保
健
師
ま
た
は
助
産
師
が

　
伺
い
ま
す
。

■
申
し
込
み　
矢
本
保
健
相
談

　
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
申
込
み

　

の
う
え
、出
生
連
絡
票
を
郵

　
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問　
健
康
推
進
課
健
康
指
導
班

　
☎
内
線
３
１
０
６・３
１
０
８

赤
ち
ゃ
ん
訪
問

実施日 受付時間 対象地区 会場 備考
7月21日

(木)
9:30～11:00 横沼東・横沼西 大曲小学校 体育館13:00～14:30 五味倉・上納

7月22日
(金)

9:30～11:00 横沼二・上浜一・上浜二・上浜三・下浜一
下浜二・高田・矢本運動公園仮設住宅 大曲小学校 体育館 夜間検診を実施します13:00～14:30 貝殻塚一・貝殻塚ニ・宮城鋳造敷地仮設住宅

17:30～19:00 （夜間検診）
7月23日

(土)
9:30～11:00 横沼一・貝田 大曲小学校 体育館13:00～14:30 筒場

7月25日
(月)

9:30～11:00 照井・御下・中東・寺・上区ふれあい公園仮設住宅
赤井小学校 体育館13:00～14:30 六槍・八幡・裏・横関・南一・赤井小第二校庭仮

設住宅・下区公園仮設住宅
7月26日

(火)
9:30～11:00 南二・柳下 赤井南小学校 体育館13:00～14:30 南四・南五

7月27日
(水)

9:30～11:00 新川前・南六 赤井南小学校 体育館13:00～14:30 南三・南緑

7月28日
(木)

9:30～11:00 南新一
赤井南小学校 体育館 夜間検診を実施します13:00～14:30 柳北

17:30～19:00 （夜間検診）
7月29日

(金)
9:30～11:00 南新二 赤井南小学校 体育館13:00～14:30 柳上・柳西

7月30日
(土)

9:30～11:00 上町一・上町二 矢本西小学校 体育館13:00～14:30 上町三・北区官舎・駅前・河戸
8月1日

(月)
9:30～11:00 四反走 矢本西小学校 体育館13:00～14:30 西新町・上河戸一

8月2日
(火)

9:30～11:00 上河戸四・若葉・立沼
矢本西小学校 体育館 夜間検診を実施します13:00～14:30 上河戸二・上河戸三

17:30～19:00 （夜間検診）
8月3日

(水)
9:30～11:00 鹿妻一・鹿妻二・道地 矢本西小学校 体育館13:00～14:30 上小松・沢田・前里・手招・前柳

8月4日
(木)

9:30～11:00 小松台・塩入 大塩小学校 体育館13:00～14:30 表・グリーンタウン矢本仮設住宅
8月5日

(金)
9:30～11:00 中 大塩小学校 体育館13:00～14:30 小分木・大島・裏一・裏二

8月6日
(土)

9:30～11:00 下町一 矢本東小学校 体育館13:00～14:30 下町二・下町三
8月8日

(月)
9:30～11:00 下町四・下町五 矢本東小学校 体育館13:00～14:30 大溜

8月9日
(火)

9:30～11:00 東大溜・関の内一
矢本東小学校 体育館 夜間検診を実施します13:00～14:30 関の内二・作田浦

17:30～19:00 （夜間検診）
8月10日

(水)
9:30～11:00 関の内三・下浦 矢本東小学校 体育館13:00～14:30 浜須賀・南浦官舎・自衛隊・下小松・谷地

8月11日
（木）

9:30～11:00 里北・里南・大浜 宮戸小学校 体育館 結核、肺がん検診は、受
診できません13:00～14:30 月浜・室浜・宮戸地区仮設住宅

8月17日
(水)

9:30～11:00 小野上・浅井・小野中央地区内公園仮設住宅
小野市民センター

結核、肺がん検診は、受
診できません
夜間検診を実施します

13:00～14:30 小野下・中下・新町
17:30～19:00 （夜間検診）

8月18日
(木)

9:30～11:00 往還上、往還下・小野駅前ふれ愛北公園仮設住宅 小野市民センター 結核、肺がん検診は、受
診できません13:00～14:30 平岡・浜市

8月19日
(金)

9:30～11:00 根古・根古地区仮設住宅・高松・新田・西福田
上・西福田下・肘曲 鳴瀬第一中学校 体育館 結核、肺がん検診は、受

診できません13:00～14:30 上下堤・川下・ひびき工業団地仮設住宅・上下
堤上北谷地仮設住宅

8月20日
(土) 9:30～11:00 亀岡東・亀岡西・亀岡南・洲崎・東名元場・東名

新場・新東名北・新東名南・大塚 大塚地区センター 結核、肺がん検診は、受
診できません

　　　平成23年度　結核・肺がん検診、健康診査（循環器健診・特定健診）
　　　前立腺がん、大腸がん検診、肝炎検査（矢本・鳴瀬地区）を実施

健診受診表は6月1日時点の住所地で作成し郵送しています。その後に住所を変更している場合は、郵便局への届出をしてください。

※検診実施日程表による対象地区で受診できない方は、その他の最寄りの会場で受診してください。
※日中受診できない方は、上記日程の夜間検診日に受診してください。夜間検診受付時間は、17:30～19:00とします。
※8月11日以降で、鳴瀬地区を対象として実施する会場では、結核、肺がん検診は受診できません。（6月に実施しているため）
※都合により、検診実施会場を変更する場合がありますので、ご了承をお願いします。
※受診料が無料になる方…国民健康保険一部負担金免除証明書またはり災証明書（判定区分が半壊以上、コピー可）を持参の方
■健診（検診）・予防接種に関する問い合わせ　健康推進課健康推進班 ☎内線3110

※救急医療機関として、市内では、真壁病院☎82‐7111、仙石病院（泌尿器科、脳神経
　外科）☎83‐2111が24時間体制で救急患者の診療を実施。また、石巻圏域では、石
　巻赤十字病院☎21‐7220が、24時間体制で救急患者の診療にあたっています。診
　療が必要な場合は、電話確認をしてから受診してください。

月　日 医 院 名 電 話 薬 局 名 電 話
7月3日（日） わたなべ整形外科 84-2323
7月10日（日） ししど内科クリニック 83-8830 調剤薬局くりっぷ 24-9730
7月17日（日） 加藤医院 82-2030
7月18日（月・祝） 藤野整形外科 83-2121
7月24日（日） 永沼ハートクリニック 82-6680
7月31日（日） みやぎ東部循環器科 82-9930
8月7日（日） やもと内科クリニック 98-3260

　休日診療担当医院表 受診時間：9時～17時まで

予防接種名 対象
ＢＣＧ、三種混合、ヒブ、
小児用肺炎球菌 平成23年4月生まれの方

麻しん風しん（第1期） 平成22年6月生まれの方

日本脳炎（第1期）

平成19年5月～平成20年4月1日生まれの方
平成14年4月2日～平成15年4月1日生まれの方（小学3年生）
平成13年4月2日～平成14年4月1日生まれの方（小学4年生）
※平成17年の積極的な勧奨の差し控えにより、1期の接種を受けられな
かったお子さんへの接種機会の確保については、平成23年度に小学3年
生及び小学4年生の方に対して、積極的な勧奨を行います。

日本脳炎（第1期追加） 平成18年5月～平成19年4月生まれの方
二種混合 平成11年4月2日～平成12年4月1日生まれの方（小学6年生）

子宮頸がん
平成10年4月2日～平成11年4月1日生まれの方（中学1年生）
平成8年4月2日～平成9年4月1日生まれの方（中学3年生）

　次の対象者に予防接種予診票を郵送しますので、指定医療機関で接種してください
（通知が届かない場合は、連絡ください）。

　予防接種

健 康 診 査 日　程 受 付 時 間 対　象　者

3歳児健康診査  7月5日(火) 8:30～ 9:00 平成19年12月 出生児
12:30～12:50 平成20年 1月 出生児

1歳6か月児健康診査  7月6日(水) 8:30～ 9:00 平成21年11月 出生児
12:30～12:50 平成21年12月 出生児

2歳6か月児歯科健診  7月7日(木) 8:30～ 9:00 平成20年11月 出生児
12:30～12:50 平成20年12月 出生児

4か月児健康診査  7月8日(金) 8:30～ 9:00 平成23年 1月 出生児
 7月29日(金) 12:30～12:50 平成23年 2月 出生児

予 防 接 種 日　程 受 付 時 間 対　象　者

ポリオ予防接種  7月4日(月) 13:00～13:30 平成22年 7月～9月 出生児
 7月8日(金) 13:00～13:30 平成22年10月～12月 出生児

乳幼児健康診査及び予防接種スケジュール(７月分)
会場：矢本保健相談センター

　乳幼児健康診査、予防接種のお知らせ

　乳幼児健康診査、ポリオ予防接種について、７月の予定は次のとおりです。
ポリオ予防接種及び乳幼児健康診査の対象者には、あらためて通知します。
通知が届かない方や転入された方は、健康推進課まで連絡ください。
■問　健康推進課健康指導班　☎内線３１０６・３１０８
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